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1
Microsoft System Center Virtual Machine Manager 
用 Dell Lifecycle Controller Integration について
Microsoft System Center Virtual Machine Manager（SCVMM）用 Dell Lifecycle Controller Integration（DLCI）は、ハードウェア
の設定を可能にし、ファームウェアアップデートプロセスをシンプル化かつ改善するためのソリューション、およびデルサ
ーバーでハイパーバイザーを導入するためのソリューションを提供します。このプラグインは、Integrated Dell Remote 
Access Controller（iDRAC）with Lifecycle Controller（LC）のリモート導入機能を使用してシームレスなユーザー体験を提供し
ます。また、仮想環境を管理するために、Microsoft System Center コンソール経由でデルの付加価値を活用することができ
ます。

Microsoft System Center Virtual Machine Manager についての情報は、Microsoft の文書を参照してください。

 

本リリースの新機能

本リリースの機能は次のとおりです。

• CSV 形式でのインベントリのエクスポート - サーバーインベントリとアップデートソースの比較後、比較レポートを CSV 
ファイルにエクスポートできます。

• 部品交換 - ファームウェアバージョン、設定、またはその両方を新しいサーバーコンポーネントで復元します。

• LC ログメッセージの収集と表示 - LC ログメッセージのエクスポート、表示、 CSV へのダウンロード、検索を行います。

• ジョブおよびアクティビティログ - ジョブおよびアクティビティログのプレゼンテーションの改善により、ユーザーエク
スペリエンスが向上しました。

• Windows Server 2016 の導入 - Windows Server 2016 の導入をサポートします。

• 64 ビットの Dell Update Packages（DUP） - 64 ビットを使用したファームウェアバージョンのアップデートをサポートし
ます。

• System Center 2016 Virtual Machine Manager（SC2016 VMM）のサポート - SC2016 VMM で SCVMM 用 DLCI をインストー
ルすることができます。

既存機能

SCVMM 用 DLCI では、次の機能を引き続き利用することができます。

• アップデートソース - DRM を使用することにより、または FTP サイトに接続することによって、リポジトリを作成しま
す。

– DRM との統合 - SCVMM 用 DLCI からシステムインベントリ情報を DRM にエクスポートし、DRM を使用してリポジ
トリを準備します。

– FTP - Dell FTP（ローカルまたはオンライン）に接続し、最新の Dell オンラインカタログを取得します。

– HTTP - Hypertext Transfer Protocol（HTTP）タイプのアップデートソースをサポートします。

• テスト接続 - アップデートソースを作成する前にアップデートソースの場所および資格情報を検証します。

• アップデートグループ - 事前定義済みおよびカスタムアップデートグループ上でファームウェアアップデートを作成、管
理、および実行するために、サーバーをグループ化します。

• ポーリングと通知 - アップデートソース内で新しいカタログが使用可能になったらアラートを受信するように、通知を設
定します。

• 保護ボールト - システム設定プロファイルを保存する場所。

• サーバープロファイルのエクスポート - 内部または外部の場所に対して、基本入出力システム（BIOS）、Redundant Array 
of Independent Disks（RAID）、ネットワークインタフェースコントローラ（NIC）、integrated Dell Remote Access Controller
（iDRAC）、LC などのコンポーネント上のファームウェアイメージを含めます。
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• サーバープロファイルのインポート - 既存のサーバープロファイルが破損しているとき、同じサーバーまたはサーバーグ
ループの現在の RAID 設定を保持または除外します。

• フィルタ - Maintenance Center（メンテナンスセンター）で選択された基準に基づいて情報を表示するときに使用しま
す。

• ダウングレードを許可 - 有効にすると、ファームウェアバージョンを以前のバージョンにダウングレードできます。

• クラスタ対応アップデート（CAU）- サーバーの可用性を維持しながら、クラスタアップデートグループ上で Microsoft の
機能を使用してソフトウェアアップデートプロセスを自動化します。

• Dell Repository Manager（DRM）との統合 - 既存のサーバーのサーバーインベントリ情報をアプライアンスから DRM に提
供します。

• 未割り当ての Dell サーバーの自動検出 - 工場から出荷された Dell サーバーをネットワークに接続し、サーバーの電源を投

入してから、DLCI アプライアンスのプロビジョニングサーバー詳細を入力することによって、サーバーが自動的に検出

されます。

アプライアンスによって検出されたサーバーは、未割り当てサーバーとして認識され、これらのサーバーにハイパーバイ

ザーの導入を行うことができます。

• 未割り当て Dell サーバーの手動検出 — 第 11、12、および 13 世代の PowerEdge サーバーを検出し、仮想環境にサーバー

を導入します。

• 検出されたサーバーのインベントリの表示 — Dell サーバーに関する重要なインベントリ詳細が表示されます。

• サーバーコンプライアンスの確認 - アプライアンスで使用可能な機能を使用するには、必要なファームウェアバージョン

の iDRAC、LC、および基本入出力システム（BIOS）が Dell サーバーに搭載されている必要があります。バージョン番号

の詳細については、DLCI for SCVMM Release Notes（SCVMM 用 DLCI リリースノート）を参照してください。

• ゴールデン設定とも呼ばれる理想的なサーバー設定の準備 - 仮想環境に導入されるサーバーにこの設定を複製します。

さらに、次の操作も実行できます。

– 起動順序と BIOS に対するゴールデン設定を編集および変更します。

– RAID のための専用ホットスペア（DHS）戦略をカスタマイズします。

• プロファイルとテンプレートを作成および維持します。

• Microsoft Windows プレインストール環境（WinPE）のカスタマイズ — 最新の Dell OpenManage Deployment Toolkit（DTK）
ドライバで、カスタマイズされた WinPE イメージを準備します。

• 工場から出荷された最新ドライバパック同梱の最新サーバーにおいて、LC ドライバインジェクション機能を使用します。

LC のドライバインジェクション機能を使用した、または使用しないハイパーバイザーの導入 - アプライアンスから、ゴ

ールデン設定に基づいたハイパーバイザーの導入を行います。

• DLCI コンソールから iDRAC コンソールを起動してインベントリ情報を表示し、トラブルシューティングを行います。

• 簡略化されたライセンス - ライセンスの管理に Dell Connections License Manager（DCLM）は必要なくなりました。ライ
センスの詳細は、管理ポータルの License Center（ライセンスセンター）で参照できます。

• 新しい資格情報プロファイルタイプ：

– デバイス資格情報プロファイル - iDRAC または Chassis Management Controller（CMC）へのログインに使用します。

– Windows 資格情報プロファイル - Windows 共有にアクセスするために使用します。

– FTP 資格情報プロファイル - FTP サイトにアクセスするために使用します。

– プロキシサーバー資格情報 - プロキシ資格情報を提供するために使用します。

• 検出 - ホストがクラスタの一部である場合はクラスタの詳細情報と共に、ホストがモジュラーサーバーの場合はシャーシ
の詳細情報と共にサーバーを検出します。

• SCVMM との同期 - SCVMM 環境内にリストされているすべての Dell ホストシステムを SCVMM 用 DLCI と同期します
（ホストは SCVMM によって管理されている Hyper-V ホストです）。

– 同期エラーの解決 - 前の試行時に同期されなかったホストサーバーを再同期します。

• サーバー管理 - SCVMM 環境内の Dell サーバーを管理し、最新のファームウェアとその他アップデートに基づいたデルの
推奨に従ってサーバーを最新の状態に保ちます。第 11 世代から第 13 世代までの Dell PowerEdge サーバーのサーバー管
理がサポートされています。

– サーバー管理の主な機能は次のとおりです。
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* 比較レポートの表示 - アップデートソースから重要度で比較レポートを表示し、ベースラインバージョンを作成し
ます。重要度は、アップデートがどの程度重要であるかを示します。

* ファームウェアインベントリの更新とエクスポート - ファームウェアインベントリを更新し、インベントリの詳細
情報を xml 形式でエクスポートします。

* アップデートの適用 - ファームウェアアップデートを適用、またはアップデートをスケジュールします。

* 特定のアップデートの適用 - 特定のコンポーネントアップデートのみを適用、または Dell FTP で使用可能な最新の
アップデートを適用します。

* オペレーティングシステム導入前のアップデートの適用 - オペレーティングシステムの導入前に、適切なアップデ
ートソースを使用してファームウェアアップデートを適用します。

– 次のコンポーネントの最新のファームフェアバージョンについてサーバーをリモートでアップデートします（1 対 1 ま
たは 1 対多）。

* BIOS

* NIC または LAN on Motherboard（LOM）

* 第 12 世代 PowerEdge サーバー以降からの電源装置ユニット（PSU）

* PowerEdge RAID コントローラ（PERC）またはシリアルアタッチド SCSI（SAS）

* バックプレーン

* iDRAC with LC（モジュラーおよびモノリシック）

メモ: 使用可能なコンポーネントは Dell サーバーの下にリストされます。
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2
DLCI コンソールアドインのインストールとセット
アップ 
SCVMM 用 DLCI コンソールアドインのインストールおよびセットアップには、次の作業が含まれます。

• システム要件を確認および完了し、SCVMM 用 DLCI コンソールアドイン をインストールします。詳細については、「DLCI 
コンソールアドインのインストール」を参照してください。

• DLCI コンソールを VMM コンソールにインポートします。詳細については、「VMM コンソールへの DLCI コンソールのイ

ンポート」を参照してください。

• VMM コンソールで DLCI コンソールを表示します。詳細については、「DLCI コンソールの表示」を参照してください。

 

DLCI コンソールアドインのインストール

アプライアンスでの作業を開始する前に、SCVMM コンソールがインストールされているシステムに DLCI コンソールをイン
ストールします。DLCI コンソールをインストールしたら、DLCI コンソールを SCVMM コンソールにインポートすることがで
きます。
前提条件： SC2012 VMM R2 、SC2012 VMM SP1、または SC2016 VMM コンソールがインストールされていること。

DLCI コンソールを Setup and Configuration（セットアップと設定）から初めてインストールする場合は、手順 3 から開始し

ます。それ以外の場合は、手順 1 から開始します。

DLCI コンソールアドインをインストールするには、次の手順を実行します。

1. DLCI Admin Portal - SCVMM（DLCI 管理ポータル - SCVMM）で、Downloads（ダウンロード）をクリックします。

2. DLCI Console Add-in for SCVMM Installer（SCVMM 用 DLCI コンソールアドインインストーラ）から、Download Installer
（インストーラをダウンロード）をクリックしてこの場所にファイルを保存します。

3. インストーラファイルを実行します。

4. DLCI Console Add-in for SCVMM（SCVMM 用 DLCI コンソールアドイン）のようこそページで Next（次へ）をクリック
します。

5. License Agreement（ライセンス契約）ページで、I accept the terms in the license agreement（ライセンス契約の条件に
同意します）を選択してから、Next（次へ）をクリックします。

6. Destination Folder（宛先フォルダ）ウィンドウでは、インストール先フォルダがデフォルトで選択されています。場所
を変更するには、Change（変更）をクリックし、変更を完了して Next（次へ）をクリックします。

7. Ready to Install the Program（プログラムインストールの準備完了）ウィンドウで、Install（インストール）をクリック
します。

8. InstallShield Wizard Completed（InstallShield ウィザードを完了しました）ページが表示されたら、Finish（終了）をクリ
ックします。

DLCI コンソールアドインの削除または修復

DLCI コンソールアドインを削除または修復するには、次の手順を実行します。

1. SCVMM 用 DLCI コンソールアドインインストーラを実行します。

2. Program Maintenance（プログラムメンテナンス）で、Remove（削除）または Repair（修復）を選択して Next（次へ）
をクリックします。

3. プログラムの修復または削除の準備完了 で、インストール をクリックします。
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4. 削除または修復作業が完了したら、完了 をクリックします。

VMM への DLCI コンソールアドインのインポート

DLCI アプライアンスで作業するには、DLCI コンソールを VMM コンソールにインポートします。
前提条件：アプライアンスとの接続を機能させるには、ウェブブラウザでプロキシ設定をクリアします。ただし、ウェブブ
ラウザのプロキシが設定済みの場合は、プロキシ例外リストにアプライアンスの完全修飾ドメイン名（FQDN）を含めます。

VMM コンソールに DLCI コンソールをインポートするには、次の手順を実行します。

1. SCVMM から Settings（設定）をクリックします。

2. ホーム リボンで、コンソールのアドインをインポート をクリックします。

3. Import Console Add-in Wizard（コンソールのアドインのインポート ウィザード） → Select an add-in to import（インポ
ートするアドインの選択）をクリックし、SCVMM 用 DLCI コンソールアドイン（DLCI_VMM_Console_Addin.zip）を参
照して選択してから、Next（次へ）をクリックします。

4. 設定の確認 で必要な設定が行われていることを確認してから、終了 をクリックします。

DLCI コンソールが VMM コンソールにインポートされ、VM およびサービス → すべてのホスト で利用できるようになり

ました。

DLCI コンソールアドインの表示

SCVMM で DLCI コンソールアドインを表示するには：

1. SCVMM コンソールで Fabric（ファブリック）を選択してから、All Hosts Group（すべてのホストグループ）を選択しま
す。

メモ: DLCI コンソールを起動するために、アクセス可能な任意のホストグループを選択できます。

2. ホーム リボンで DLCI コンソール を選択します。
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3
はじめに
管理システムは、SCVMM 用 DLCI（アプライアンスとそのコンポーネントとも呼ばれる）がインストールされているシステ

ムです。アプライアンスのコンポーネントは次のとおりです。

• Microsoft System Center Virtual Machine Manager（SCVMM）用 Dell Lifecycle Controller Integration（DLCI）統合ゲートウェ
イ。SCVMM 用 DLCI 統合ゲートウェイ（SCVMM）とも呼ばれます。

• Microsoft System Center Virtual Machine Manager（SCVMM）用 Dell Lifecycle Controller Integration（DLCI）コンソールアド
イン。SCVMM 用 DLCI コンソールアドイン（SCVMM）とも呼ばれます。

 

DLCI 管理ポータル - SCVMM へのログイン 

DLCI 管理ポータル - SCVMM にログインするには、次の手順を実行します。

1. アプライアンスで、DLCI 管理者ポータル - SCVMM の URL をメモします。

2. ウェブブラウザで、URL：https://<IP Address> または <FQDN> にアクセスします。

例：192.168.20.30 または DLCIforSCVMM.myorgdomain.com。

3. アプライアンスの設定時に入力したユーザー資格情報を使用して DLCI 管理ポータル - SCVMM にログインします。

SCVMM 用 DLCI 管理ポータル

DLCI 管理ポータル - SCVMM のユーザーインタフェースには、次のオプションがあります。

図 1. DLCI 管理ポータル - SCVMM

1. 見出しバナーには、製品名および次のオプションが表示されます。
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• Admin（管理）- SCVMM 用 DLCI - 管理ポータルにログインしているユーザーの情報が表示されます。

• Logout（ログアウト）- SCVMM 用 DLCI 管理ポータルからログアウトできます。

• About（バージョン情報） - SCVMM 用 DLCI のバージョン情報が表示されます。

• ヘルプ — 状況依存オンラインヘルプを起動します。

2. ナビゲーションペインには、次のオプションが含まれています。各オプションの詳細については、オンラインヘルプを
参照してください。

• 登録

• アプライアンス詳細

• ユーザー管理

• ダウンロード

• ライセンスセンター

• 設定

– サービスパックアップデート

– ログ

• ジョブとログセンター

3. コンソールエリアには、ナビゲーションペインで選択したオプションの情報が表示されます。

SCVMM 用 DLCI コンソールアドインへのログイン

SCVMM 用 DLCI コンソールアドインにログインするには、次の手順を実行します。

1. SCVMM で、ファブリック を選択し、すべてのホスト を選択します。

2. ホーム リボンで DLCI コンソール を選択します。

図 2. - SCVMM 用 DLCI コンソールアドイン

SCVMM 用 DLCI コンソールアドイン 

DLCI コンソールアドインのユーザーインタフェースには次のオプションがあります。
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図 3. SCVMM 用 DLCI コンソールアドイン

1. 見出しバナーには、製品名および次のオプションが表示されます。

• <Domain>\adminstrator - SCVMM 用 DLCI にログインしているユーザーに関する情報が表示されます。

• About（バージョン情報） - SCVMM 用 DLCI のバージョン情報が表示されます。

• Help（ヘルプ）- 状況依存オンラインヘルプを起動します。

2. ナビゲーションペインには、次のオプションがあります。

• Home（ホーム）- SCVMM 用 DLCI のダッシュボードが表示されます。

• プロファイルとテンプレート

– 展開テンプレート

– ハードウェアプロファイル

– ハイパーバイザープロファイル

– 資格情報プロファイル

• デバイスインベントリ

• 導入ウィザード

• Maintenance Center（メンテナンスセンター）

• WinPE のアップデート

• ジョブとログセンター

3. コンソールエリアには、ナビゲーションペインで選択したオプションの情報が表示されます。

メモ: SCVMM 用 DLCI コンソールでは、たとえばハードウェアプロファイルのウィザードを使用している間に 
SCVMM コンソール内の他のタブまたはリンクに移動して、再度 DLCI コンソールアドインを表示させた場合、移
動前に入力した情報は保存されず、DLCI コンソールにはホームページが表示されます。
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4
ワークフロー
本項には、以下の操作のためのワークフローが記載されています。

• ゴールデン設定の作成

• 資格情報プロファイルの作成と管理

• アップデートソースの作成と管理

• カスタムアップデートグループの作成と管理

• サーバー上でのアップデートの適用 

• ハイパーバイザーの導入

• 保護ボールトの作成、管理、および削除

• サーバープロファイルのエクスポート

• サーバープロファイルのインポート

• サーバーの削除

• 交換したコンポーネントの設定

• LC ログの収集と表示

 

ゴールデン設定について

優先起動順序、BIOS、および RAID の設定が組織に理想的に適合しているサーバー設定は、ゴールデン設定と呼ばれます。こ

れらの設定はハードウェアプロファイルに集められ、ハイパーバイザー導入中に同一のサーバー上に導入されます。

ゴールデン設定の作成

ゴールデン設定を準備し、使用するには、次の手順を実行します。

1. 理想的な設定が行われたサーバーが検出済みで、使用可能であることを確認します。サーバー検出の詳細については、

要件に応じて「自動検出を使用したサーバーの検出」または「手動検出を使用したサーバーの検出」を参照してくださ

い。

2. サーバーのインベントリが最新の状態であることを確認します。詳細については、「ファームウェアインベントリの表示
と更新」を参照してください。

3. 理想的な設定を記録するには、ハードウェアプロファイルを作成します。ハードウェアプロファイルを作成するには、

「ハードウェアプロファイルの作成」を参照してください。

4. 設定を変更する場合は、「ハードウェア構成プロファイルの変更」を参照してください。

資格情報プロファイルの作成、管理、および削除

資格情報プロファイルを作成するには、「資格情報プロファイルの作成」を参照してください。

資格情報プロファイルを管理するには、「資格情報プロファイルの変更」を参照してください。

資格情報プロファイルを削除するには、「資格情報プロファイルの削除」を参照してください。
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アップデートソースの作成、管理、および削除

アップデートソースを作成するには、「アップデートソースの作成」を参照してください。

アップデートソースを管理するには、「アップデートソースの変更」を参照してください。

アップデートソースを削除するには、「アップデートソースの削除」を参照してください。

カスタムアップデートグループの作成、管理、および削除

カスタムアップデートグループを作成するには、「カスタムアップデートグループの作成」を参照してください。

カスタムアップデートグループを管理するには、「カスタムアップデートグループの変更」を参照してください。

カスタムアップデートグループを削除するには、「カスタムアップデートグループの削除」を参照してください。

サーバー上でのアップデートの適用

次のソースを使用して、選択したサーバーまたはサーバーグループをアップデートできます。

• オンライン FTP およびローカル FTP ソース

• オンライン HTTP およびローカル HTTP

• ローカル DRM リポジトリ

選択したサーバーまたはサーバーグループ上でアップデートを適用するには、次の手順を実行します。

1. アップデートを開始する前に、アップデートソースとアップデートグループに関する情報を表示します。詳細について
は、「サーバー管理」を参照してください。 

2. サーバーを検出します。詳細については、「自動検出を使用したサーバーの検出」、または「手動検出を使用したサーバ
ーの検出」を参照してください。 

3. SCVMM 環境内に存在するサーバーを SCVMM 用 DLCI と同期します。同期化の詳細については、「SCVMM との同期化」
を参照してください。 

4. サーバーのインベントリが最新の状態であることを確認します。詳細については、「デバイスインベントリの表示」を参
照してください。

5. アップデートソースが作成されていることを確認します。詳細については、「アップデートソースの作成」を参照してく
ださい。

6. アップデートソースがポーリングと通知を使用して定期的に最新のカタログで更新されることを確認します。詳細につ
いては、「ポーリングと通知」を参照してください。

7. アップデートを適用するために必要なサーバーグループが選択されていることを確認します。詳細については、「サーバ
ー上でのアップデートの適用」を参照してください。

メモ: コンポーネントのファームウェアバージョンをダウングレードするには、Allow Downgrade（ダウングレード
を許可）を選択します。

保護ボールトの作成、管理、および削除

1. 保護ボールトを作成するには、「保護ボールトの作成」を参照してください。

2. 保護ボールトを管理するには、「保護ボールトの変更」を参照してください。

3. 保護ボールトを削除するには、「保護ボールトの削除」を参照してください。

サーバープロファイルのエクスポート

サーバー設定をエクスポートするには、次の手順を実行します。
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1. 保護ボールトを作成します。詳細については、「保護ボールトの作成」を参照してください。

2. サーバープロファイルをすぐにエクスポートするか、後日にするようにスケジュールします。詳細については、「エクス
ポートジョブの作成」を参照してください。

サーバープロファイルのインポート

サーバープロファイルをインポートするには、次の手順を実行します。

1. 保護ボールトを作成します。詳細については、「保護ボールトの作成」を参照してください。

2. サーバープロファイルをエクスポートします。詳細については、「エクスポートジョブの作成」を参照してください。

3. RAID 設定を含めて、または除外して、エクスポートされたサーバープロファイルをインポートします。詳細について
は、「サーバープロファイルのインポート」を参照してください」を参照してください。

ハイパーバイザー導入

アプライアンスを使用して、ファームウェアアップデートおよびハイパーバイザー導入をゴールデン設定に基づいて実行で
きます。最新のドライバパックと共に工場から出荷されたサーバーに対しては、LC ドライバインジェクション機能を使用で
きます。また、ドライバパックをアップデートし、ハイパーバイザー導入およびファームウェアアップデート時における最
新ドライバのインストールと同様の効果を得ることができます。

表 1. ハイパーバイザー導入のためのさまざまなシナリオ

工場出荷時の最新のドライバおよび帯域外ドライバが必要

な場合

ハイパーバイザープロファイルの作成中に、LC（Lifecycle 
Controller）ドライバの挿入を有効にします。

既存のハードウェア構成を保持する場合 導入テンプレートの作成中に、ハイパーバイザープロファイ

ルのみを選択します。

ハイパーバイザー導入の作業には、次を参照してください。

1. 導入について

2. 資格情報プロファイルの作成

3. アップデートソースの作成

4. ハードウェアプロファイルの作成

5. ハイパーバイザープロファイルの作成

6. 導入テンプレートの作成

7. （オプション）カスタムアップデートグループの作成

8. （オプション）サーバー上でのアップデートの適用

9. ハイパーバイザーの導入

サーバーの削除

アプライアンスでサーバーを削除する方法については、「DLCI コンソールからのサーバーの削除」を参照してください。

交換したコンポーネントの設定

交換したサーバーコンポーネントを必要なファームウェアバージョン、古いコンポーネントの設定、またはその両方にアッ

プデートする場合は、部品交換を参照してください。

LC ログの収集と表示

LC ログファイルのエクスポートおよび表示を行うには、 LC ログの収集を参照してください。
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5
ハイパーバイザー導入のための環境のセットアッ
プ
ハイパーバイザー導入のための環境をセットアップするには、次の手順を実行します。

1. ゴールデン設定を準備します。

2. 物理コンピュータプロファイルを SCVMM に作成します。詳細については、SCVMM のマニュアルを参照してください。

3. ターゲットホストグループを SCVMM に作成します。詳細については、SCVMM のマニュアルを参照してください。

4. 最新の Dell Deployment ToolKit（DTK）をダウンロードして Windows Preinstallation Environment（WinPE）ブート ISO イメ
ージを作成します。詳細については、「WinPE アップデート」を参照してください。

5. 自動検出のためにシステムをセットアップします。詳細については、「自動検出を使用したサーバーの検出」を参照して
ください。

6. （オプション）アップデートソースを作成します。詳細については、「アップデートソースの作成」を参照してください。

7. （オプション）カスタムアップデートグループを作成します。詳細については、「カスタムアップデートグループの作成」
を参照してください。

8. （オプション）ハードウェアプロファイルを作成します。詳細については、「ハードウェアプロファイルの作成」を参照
してください。

9. ハイパーバイザープロファイルを作成します。詳細については、「ハイパーバイザープロファイルの作成」を参照してく
ださい。

10. 導入テンプレートを作成します。詳細については、「導入テンプレートの作成」を参照してください。

11. システムが検出され、アプライアンス内で使用可能になった後、ファームウェアアップデートを実行（オプション）し
てから、ハイパーバイザー導入を実行します。アップデートの適用についての詳細は、「サーバー上でのアップデートの
適用」を参照してください。ハイパーバイザーの導入についての詳細は、「ハイパーバイザーの導入」を参照してくださ
い。

12. ファームウェアのアップデートと導入のジョブステータスを表示します。詳細については、ジョブとログセンターを参
照してください。
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6
サーバー検出
未割り当ての Dell サーバーの帯域外検出、および Dell サーバーに関する情報のアプライアンスへのインポートを行うことが
できます。

未割り当てサーバーと一緒に Hyper-V ホスト、モジュラー Hyper-V ホストを検出することができます。検出後、それらのサ

ーバーは事前定義された対応するアップデートグループに追加されます。サーバーグループの分類の詳細については、「サー

バー管理」を参照してください。

サーバー検出についてのメモ：

• オペレーティングシステムが導入済みで、SCCM または SCVMM にすでに存在する Dell PowerEdge サーバーを検出した
場合、そのサーバーはホストサーバーとしてリストされ、準拠または非準拠のマークが付けられます。

– アプライアンスと連携するために必要な最低限のバージョンの LC ファームウェア、iDRAC、および BIOS が搭載され
ている場合、そのホストサーバーは準拠になります。

– ホストがモジュラーサーバーの場合、サーバーを含むシャーシのサービスタグも表示されます。

– ホストがクラスタの一部である場合は、クラスタの完全修飾ドメイン名（FQDN）が表示されます。

• SCCM または SCVMM にリストされていない Dell PowerEdge サーバーを検出した場合、そのサーバーは未割り当てサー
バーとしてリストされ、LC ファームウェア、iDRAC、BIOS のバージョンに基づいて準拠または非準拠としてマークされ
ます。

• 誤った資格情報を入力してしまった場合、iDRAC のバージョンに応じて次の解決策を使用できます。

– iDRAC バージョン 2.10.10.10 以降の第 12 世代の Dell PowerEdge サーバーの検出時、誤った詳細が資格情報プロファイ

ルで提供されている場合、そのサーバーの検出は次の動作により失敗します。

* 初回試行の場合、サーバーの IP アドレスはブロックされません。

* 2 回目の試行、サーバーの IP アドレスが 30 秒間ブロックされます。

* 3 回目以降の試行では、サーバーの IP アドレスが 60 秒間ブロックされます。

IP アドレスのブロックが解除されたら、正しい資格情報プロファイルの詳細情報を使用してサーバー検出を再試行で

きます。

– 2.10.10.10 より前のバージョンの iDRAC を搭載した第 11 世代または第 12 世代の PowerEdge サーバーを検出している
とき、誤った資格情報プロファイルの詳細情報によりサーバー検出の試行が失敗した場合は、正しい資格情報プロフ
ァイルの詳細情報を使用してサーバーを再検出します。

– 2.10.10.10 より前のバージョンの iDRAC では、IP アドレスのブロックは設定可能です。詳細については、Dell.com/
idracmanuals にある iDRAC のマニュアルを参照してください。要件に基づいて、IP アドレスのブロックを無効にする

こともできます。また、iDRAC.IPBlocking.BlockEnable 機能が iDRAC で有効になっているかどうかを確認することもで

きます。

– サーバーが検出され、アプライアンスに追加された後にデフォルトの iDRAC 資格情報プロファイルが変更された場

合、サーバー上ではアクティビティを実行できません。サーバーを利用するには、新しい資格情報プロファイルを使

用してサーバーを再検出します。

Dell サーバーは次のオプションを使用して検出することもできます。

• サーバーの自動検出。

• IP アドレスに基づいた手動検出。

 

19



管理対象システムのシステム要件 

管理対象システムとは、アプライアンスを使用して管理されるシステムのことです。アプライアンスで管理対象システムを
検出する場合、システム要件は次のとおりです。

• 第 11、第 12、および第 13 世代の Dell PowerEdge サーバーの場合、アプライアンスはモジュラー型およびモノリシック型
のサーバーモデルをサポートします。

• ソース設定と宛先設定については、同じタイプのディスク（ソリッドステートドライブ（SSD）のみ、SAS またはシリア
ル ATA（SATA）ドライブのみ）を使用してください。

• ハードウェアプロファイルの RAID クローニングを正常に行うため、宛先ディスクシステムでは、ソースに存在するディ
スクのサイズまたは数と同じ、またはそれらを超えるサイズまたは数のディスクを使用します。

• RAID スライスされた仮想ディスクはサポートされていません。

• 共有 LOM 装備の iDRAC はサポートされていません。

• UEFI（Unified Extensible Firmware Interface）起動モードはサポートされていません。

• 外部コントローラ上の RAID 構成はサポートされていません。

• 管理対象システムで Collect System Inventory on Restart（CSIOR）を有効にします。詳細については、「管理対象システム
での CSIOR の有効化」を参照してください。

管理対象システムでの CSIOR の有効化

第 12 および第 13 世代の Dell PowerEdge サーバーに対して CSIOR を有効にするには、次の手順を実行します。

1. POST 中に F2 を押して セットアップユーティリティ を起動します。

2. iDRAC 設定 を選択し、Lifecycle Controller をクリックします。

3. Collect system inventory on Restart (CISOR) に対して、オプションを Enabled（有効）に設定します。

第 11 世代の PowerEdge サーバーに対して CSIOR を有効にするには、次の手順を実行します。

1. システムを再起動します。

2. パワーオンセルフテスト（POST）中に iDRAC ユーティリティを起動するよう求めるプロンプトが表示されたら、CTRL 
+ E を押します。

3. 使用可能なオプションから、System Services（システムサービス）を選択し、Enter を押します。

4. Collect System Inventory on Restart を選択し、右または下矢印キーを押して 有効 に設定します。

自動検出を使用したサーバーの検出

Dell サーバーをネットワークに接続し、サーバーの電源をオンにして、DLCI アプライアンスによるサーバーの自動検出を行
います。アプライアンスは iDRAC の Remote Enablement 機能を使用して、未割り当ての Dell サーバーを自動検出します。ア
プライアンスはプロビジョニングサーバーとして機能し、Dell サーバーの自動検出には iDRAC 参照を使用します。
Dell サーバーでの自動検出を実行するには、次の手順を実行します。

1. アプライアンスで、Dell サーバー用のデバイスタイプ資格情報プロファイルを作成します（iDRAC 資格情報を指定して、
それにデフォルトとしてマークを付けます）。詳細については、「資格情報プロファイルの作成」を参照してください。

2. 自動検出する Dell サーバーで、次の手順を実行します。

a. iDRAC 内の既存の管理者アカウントを無効にします。

b. iDRAC 設定の Remote Enablement で、自動検出を有効にします。

c. 自動検出を有効にした後、プロビジョニングサーバー（DLCI アプライアンス）の IP アドレスを使用してサーバーを
再起動します。
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手動検出を使用したサーバーの検出

サーバーは IP アドレスまたは IP 範囲を使用して手動で検出することができます。サーバーを検出するには、サーバーの 
iDRAC IP およびサーバーのデバイスタイプ資格情報を入力します。IP 範囲を使用してサーバーを検出する場合は、IP（IPv4）
範囲（サブネット内）を指定します。
Dell サーバーを手動で検出するには、次の手順を実行します。

1. SCVMM 用 DLCI コンソールアドイン で、次のいずれかを実行します。

• ダッシュボードで、未割り当てのサーバーを検出 をクリックします。

• ナビゲーションペインで、デバイスのインベントリ をクリックして、インベントリ で 検出 をクリックします。

2. 検出 で、必要なオプションを選択します。

• IP アドレスを使用して検出

• IP 範囲を使用して検出

3. 必要なデバイスタイプ資格情報プロファイルを選択するか、Create New（新規作成）をクリックして資格情報プロファ
イルを作成します。

4. Discover Using an IP Address or IP Address Range（IP アドレスまたは IP アドレスの範囲を使用した検出）で、次のいず
れかを実行します。

• IP アドレスを使用した検出 を選択した場合は、検出したいサーバーの IP アドレスを入力します。

• IP 範囲を使用した検出 を選択した場合は IP アドレス範囲を指定し、IP アドレス範囲を除外する必要がある場合は 除
外範囲を有効にする を選択して、除外する範囲を指定します。

5. 固有のジョブ名を入力し、Finish（終了）をクリックします。

6. （オプション）ジョブリストに移動 オプションを選択し、このジョブを追跡します。

Jobs and Logs Center（ジョブとログセンター）ページが表示されます。Running（実行中）タブで、検出ジョブを展開

してこのジョブの進行状況を表示します。

DLCI コンソールからのサーバーの削除

未割り当てサーバーおよびホストサーバーを次の条件に基づいて削除することができます。

• アプライアンスにリストされている未割り当てサーバーを削除できます。

• ホストサーバーが SCVMM でプロビジョニングされており、アプライアンス内に存在する場合は、先に SCVMM 内でそ

のサーバーを削除してから、そのサーバーをアプライアンスから削除します。

DLCI コンソールで、次の手順を実行します。

• 未割り当てサーバーを削除する場合、Unassigned Servers（未割り当てサーバー）でサーバーを選択して Delete（削

除）をクリックし、確認メッセージが表示されたら Yes（はい）をクリックします。

• ホストサーバーを削除するには、Host Servers（ホストサーバー）でサーバーを選択して Delete（削除）をクリック

し、確認メッセージが表示されたら Yes（はい）をクリックします。

デバイスインベントリの表示

Device Inventory（デバイスインベントリ）ページには、未割り当てサーバーとホストサーバーがリストされます。サーバー
のホスト名または IP アドレスを使用して、適合ステータスやファームウェアバージョンなどのサーバー詳細を確認できま
す。

デバイスインベントリ ページからは、以下の操作を実行できます。

• サーバーの検出

• サーバー情報の更新

• DLCI コンソールからのサーバーの削除

• SCVMM との同期化
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• 同期化エラーの解決

• サーバーが所属するクラスタグループとシャーシへのホストサーバーの関連付け

• iDRAC コンソールの起動

未割り当てサーバーがモジュラーサーバーの場合、そのモジュラーサーバーが収容されているシャーシのシャーシサービス

タグがインベントリ詳細に追加されます。

ホストサーバーがクラスタの一部の場合、サーバーをそのクラスタグループに関連付ける、およびシャーシ情報を調べるに

は、クラスタ FQDN とシャーシサービスタグを参照してください。

前のバージョンのアプライアンスで検出されたサーバーを操作するには、それらのサーバーを再検出してください。

サーバーを表示するには、次の手順を実行します。

DLCI コンソールで デバイスインベントリ をクリックします。

SCVMM との同期化

SCVMM 環境内のすべての Dell Hyper-V ホスト、Hyper-V ホストクラスタ、およびモジュラー Hyper-V ホストをアプライアン

スと同期できます。また、同期化後にサーバーの最新のファームウェアインベントリを取得することもできます。

同期化についてのメモ：

• 同期化には、サーバーのデフォルト iDRAC 資格情報プロファイルの詳細情報が使用されます。

• SCVMM でホストサーバーのベースボード管理コントローラ（BMC）に iDRAC IP アドレスが設定されていない場合、ホ

ストサーバーをアプライアンスと同期することはできません。したがって、SCVMM で BMC を設定してから（詳細につ

いては、technet.microsoft.com にある MSDN 記事を参照）、アプライアンスを SCVMM と同期します。

• SCVMM R2 は環境内で多数のホストをサポートするため、同期化は長い時間がかかるタスクです。同期化は次のように
実行されます。

a. SCVMM 環境に登録されているホストが、アプライアンスの Hosts（ホスト）タブに追加されます。 

b. 同期化中に、 SCVMM 環境から削除されたホストサーバーはアプライアンスの未割り当てタブに移動します。サー
バーが退避された場合は、未割り当てサーバーのリストからそのサーバーを削除します。 

c. サーバーが未割り当てサーバーとしてリストされており、SCVMM に手動で追加されると、そのサーバーは同期化後
にアプライアンスの hosts（ホスト）タブに追加されます。

d. ホストサーバーが Hyper-V クラスタに属している場合、クラスタの詳細情報をデバイスインベントリで使用できま
す。このホストサーバーは、クラスタアップデートグループに追加または移動されます。

e. ホストがモジュラーサーバーの場合、そのモジュラーサーバーが収容されているシャーシのサービスタグがデバイス
インベントリページに追加されます。モジュラーサーバーが Hyper-V クラスタに属していない場合、そのホストサ
ーバーはシャーシアップデートグループに追加または移動されます。

f. ホスト名、iDRAC IP アドレス、メモリ、クラスタメンバーシップなどのホストインベントリの詳細情報に対する変
更は、いずれもデバイスインベントリでアップデートされます。 

g. SCVMM 用 DLCI は、最新のファームウェアインベントリ情報を提供することができます。デフォルトのアップデー
トソースが提供されると、ファームウェアインベントリがアップデートソースと比較され、最新の情報がアップデー
トグループに追加されます。

22



SCVMM とのアプライアンスの同期

同期を実行するには、次の手順を実行します。

DLCI for SCVMM（SCVMM 用 DLCI）で、Device Inventory（デバイスインベントリ）をクリックしてから Synchronize 
with SCVMM（SCVMM との同期化）をクリックします。

同期化エラーの解決

アプライアンスと同期されなかったサーバーは、iDRAC IP アドレスとホスト名と共にリストされます。

同期化エラーを解決するときには、次の点に注意してください。

• サーバーが、資格情報、iDRAC、接続、またはその他の問題により同期されない場合は、先に問題を解決し、その後で再
同期します。

サーバーを再同期するには、次の手順を実行します。

1. SCVMM 用 DLCI コンソールアドインで、Device Inventory（デバイスインベントリ）をクリックし、Resolve Sync Errors
（同期化エラーの解決）をクリックします。

2. 同期するサーバーを選択し、資格情報プロファイルを選択、または新しい資格情報プロファイルを作成します。

3. ジョブ名を入力してから Finish（終了）をクリックします。

4. （オプション ）ジョブリストに移動 オプションを選択すると、ジョブが送信されると自動的にジョブのステータスが表
示されます。

iDRAC コンソールの起動

iDRAC コンソールを起動するには、次の手順を実行します。

Device Inventory（デバイスインベントリ）の Unassigned Servers（未割り当てサーバー）または Hosts（ホスト）で、
iDRAC IP をクリックします。

メモ: Windows 2012 OS および iDRAC 2.40.40.40 以降のファームウェアバージョンを使用する場合、 iDRAC コン

ソールを起動するには Web ブラウザに基づき TLS 1.1 以降用のサポートを有効にします。
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7
アプライアンスのライセンス 
SCVMM 用 DLCI では、エージェントフリーの設定、オペレーティングシステム導入、ファームウェアアップデート、部品交

換、サーバープロファイルのインポート/エクスポート機能がライセンスされています。5 つのライセンスを評価のために追

加料金なしで使用することができます。この 5 つのライセンスをダウンロードするには、marketing.dell.com/
software-download-DLCISCVMM にアクセスしてください。ライセンス付与の詳細については、Dell TechCenter ウェブサ

イトに移動し、OpenManage Integration Suite for Microsoft System Center wiki ページにアクセスしてください。

ライセンスの詳細を表示するには、DLCI Admin Portal — SCVMM（DLCI 管理ポータル - SCVMM）から License Center（ラ

イセンスセンター）を起動します。
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8
サーバー管理
Maintenance Center（メンテナンスセンター）を使用して、Dell アップデートの管理に関連するすべてのタスクを SCVMM 
環境内で実行することができます。デルの推奨に従った Dell サーバーコンポーネントの最新ファームウェアバージョンを維

持することができます。

保護ボールト、アップデートソース、カスタムグループを表示、作成、および維持したり、事前定義されたアップデートグ

ループを表示したりできます。ファームウェアアップデートのジョブを作成およびスケジュールしたり、アップデートソー

スで新しいカタログが入手可能なときにアラートを受信するための通知をスケジュールしたりできます。既存のファームウ

ェアバージョンとベースラインバージョンの比較レポートが提供され、この情報に基づいて、インベントリファイルを作成

し、サーバープロファイルをインポートおよびエクスポートできます。また、アップデート、サーバーコンポーネント、お

よびサーバーモデルのタイプに基づいて情報をフィルタリングすることもできます。

iDRAC アップデートは最小適合バージョン以降でしか使用できないため、アップデートを実行できるのは適合サーバー上の

みです。

メモ: SCVMM 用 DLCI の最新バージョンにアップグレードした後、ftp.dell.com または downloads.dell.com への接続が
失敗する場合、デフォルトの Dell オンライン FTP、または Dell HTTP アップデートソースは、カタログファイルをダウ
ンロードできず、したがって、比較レポートは使用できません。比較レポートを表示するには、デフォルトの Dell オン
ライン FTP、または Dell HTTP アップデートソースを編集し、プロキシ資格情報を作成し、Select Update Source（ア
ップデートソースの選択）ドロップダウンメニューから同じものを選択します。アップデートソースの編集方法の詳細
については、「アップデートソースの変更」を参照してください。

SCVMM 用 DLCI は、次のアップデート処置を提供します。

• ダウングレード - アップデートソースには使用可能な以前のバージョンが存在し、ファームウェアをこのバージョンにダ
ウングレードできます。

• 必要な処置なし - ファームウェアバージョンはリポジトリ内のものと同レベルです。

• 使用可能なアップデートなし - コンポーネントに対して使用できるファームウェアアップデートはありません。

• アップグレード（オプション）- オプションの新機能または特定の設定アップグレードで構成されたアップデートです。

• アップグレード（緊急）- BIOS などのコンポーネントにおけるセキュリティ、パフォーマンス、または破損時補償状況を
解決するために使用される重要なアップデートです。

• アップグレード（推奨）- 製品のバグ修正または機能拡張を提供するアップデートで、他のファームウェアアップデート
との互換性修正も含まれています。

SCVMM 用 DLCI は、ファームウェアアップデートを実行するために次の方法を提供します。

• DRM のリポジトリを使用したアップデート - アプライアンスから検出されたサーバーのインベントリ情報をエクスポー
トし、DRM でリポジトリを準備します。インベントリ情報のエクスポートについては、インベントリのエクスポートを
参照してください。

– DRM 内のリポジトリを作成した後、関連するサーバーを選択し、サーバーの更新を開始します。テスト環境でのテス
ト、セキュリティの更新、アプリケーションの推奨事項、Dell アドバイザリーなどの他の要素を考慮して、必要なア
ップデートを準備します。リポジトリの作成の詳細については、dell.com/support/home にある Dell Repository 
Manager のドキュメントを参照してください。

• FTP または HTTP を使用したアップデート - 任意の特定のコンポーネントに FTP または HTTP サイト上で提供されてい
る最新のアップデートを適用します。Dell IT は、年 4 回のペースでリポジトリをご用意しています。

– Dell オンラインカタログとの統合 - FTP アップデートソースの場合、Dell FTP に接続し、カタログファイルをキャッシ
ュディレクトリにダウンロードします（HTTP アップデートソースの場合は、downloads.dell.com に接続しま
す）。その後、そのファイルを参照インベントリにします。
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– アップデートソースとの比較レポートを表示し、関連するサーバーまたはサーバーコンポーネントを選択して、それ
らのサーバー上でアップデートを開始します。

• ファームウェアインベントリと比較の参照 - 選択したサーバーまたはサーバーグループのファームウェアインベントリ
が格納されている参照インベントリファイルを作成すると、後でアプライアンス内に存在するサーバーのインベントリ情
報を、保存された参照インベントリファイルと比較することができます。参照サーバーインベントリファイルには、タイ
プまたはモデルが同じ単一サーバーからのインベントリ情報を含めたり、タイプまたはモデルが異なる複数のサーバーを
含めたりすることができます。

 

DRM との統合

SCVMM 用 DLCI は、DRM バージョン 2.2 以降と統合され、既存のサーバーのサーバーインベントリ情報をアプライアンスか
ら DRM に提供します。インベントリ情報を使用して、カスタムリポジトリを DRM で作成し、それを、サーバーまたはサー
バーグループ上でファームウェアアップデートジョブを実行するためのアップデートソースとしてアプライアンスで設定で
きます。DRM でのリポジトリの作成の詳細については、DellRepository Manager のドキュメントを参照してください。

メモ: SCVMM 用 DLCI バージョン 1.2 にアップグレードした後、サーバーの再検出を実行して、DRM によって消費さ
れているインベントリ情報を更新します。

DRM を使用してアプライアンスのリポジトリを作成するには、次の手順を実行します。

1. Dell Repository Manager Data Center バージョンを起動します。 

2. My Repositories（マイリポジトリ）をクリックし、New（新規）をクリックし、Dell Console Integration（Dell コンソー
ル統合）をクリックします。

3. URL (Rest API) に https:// IP address of appliance/genericconsolerepository/ の形式で URL を入力
し、Next（次へ）をクリックします。 

4. アプライアンスで使用した UserName（ユーザー名）と Password（パスワード）を入力し、Ok をクリックし、さらに 
Ok をクリックします。

フィルタ

フィルタを適用して選択された情報を比較レポートで表示します。
アプライアンスでは、次の 3 つのカテゴリのフィルタがサポートされます。

• Nature Of Update（アップデートの性質）- フィルタを適用し、サーバー上の選択されたタイプのアップデートのみを表
示する場合に選択します。

• Component Type（コンポーネントタイプ）- フィルタを適用し、サーバー上の選択されたコンポーネントのみを表示する
場合に選択します。

• Server Model（サーバーモデル）- フィルタを適用し、選択されたサーバーモデルのみを表示する場合に選択します。

メモ: フィルタが適用されている場合、サーバープロファイルをエクスポートおよびインポートすることはできません。

フィルタを適用するには、次の手順を実行します。

DLCI コンソールアドインで、Maintenance Center（メンテナンスセンター）をクリックし、フィルタドロップダウンメ
ニューをクリックし、フィルタを選択します。

フィルタを削除するには、次の手順を実行します。

DLCI コンソールアドインで、Maintenance Center（メンテナンスセンター）をクリックしてから、Clear Filters（フィルタの

クリア）をクリックするか、選択されているチェックボックスをクリアします。

アップデートソースの概要

アップデートソースでは、デルのアップデートソースからアップデートを選択し、適用できます。アップデートソースを作

成、表示、および管理することができます。サポートされているアップデートソースのタイプは、DRM リポジトリ、FTP、
および HTTP です。DRM、HTTP、または FTP アップデートソースを作成し、それをデフォルトのアップデートソースとし

て設定できます。
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アップデートソースには、Dell アップデート（BIOS、ファームウェア、アプリケーション、ドライバ、およびドライバパッ

ク）が含まれているカタログファイルがあり、Dell Update Packages（DUP）と呼ばれる自己完結型実行可能ファイルを提供

します。カタログファイルのローカルコピーは、作成時にアプライアンスにキャッシュされます。カタログファイルがアッ

プデートソース内でアップデートされるときは、ローカルにキャッシュされているカタログファイルが自動ではアップデー

トされません。キャッシュに保存されているカタログファイルをアップデートするには、アップデートソースを編集するか、

アップデートソースを削除して再作成します。

アップデートソースで使用可能なインベントリ情報を、選択したサーバーまたはサーバーグループインベントリ情報のイン

ベントリ情報と比較して、ベースラインバージョンを作成することができます。また、アップデートソースを変更して、サ

ーバーまたはサーバーグループのインベントリ情報を、選択したアップデートソースから使用できるバージョン情報と比較

することもできます。

セキュリティ修正、バグ修正、および新機能の要求を使用するため、デルでは最新のファームウェアへのアップグレードを

お勧めします。デルは、年 4 回のペースで Dell FTP に投稿される PDK カタログによって次のアップデートを公開していま

す。

• サーバー BIOS とファームウェア

• デル認証のオペレーティングシステムドライバパック（オペレーティングシステム導入用）

事前定義されたデフォルトのアップデートソース

DELL ONLINE CATALOG（Dell Online カタログ）は、新規インストールまたはアップグレードの後にアプライアンスで使用

可能な FTP タイプの事前定義されたアップデートソースです。事前定義されたアップデートソースの名前を削除、または変

更することはできません。

DELL ONLINE HTTP CATALOG（Dell Online HTTP カタログ）は、新規インストールまたはアップグレードの後にアプライア

ンスで使用可能なデフォルトのアップデートソースです。このデフォルトアップデートソースの名前を削除または変更する

ことはできません。ただし、別のアップデートソースを作成し、それをデフォルトアップデートソースに設定することがで

きます。

メモ: 

• SCVMM 用 DLCI をインストールした後、DELL ONLINE CATALOG（Dell Online カタログ）と DELL ONLINE HTTP 
CATALOG（Dell Online HTTP カタログ）のアップデートソースのプロキシ詳細を追加し、それを保存します。

• SCVMM 用 DLCI バージョン 1.2 へのアップグレード後、DELL ONLINE HTTP CATALOG（Dell Online HTTP カタロ
グ）をデフォルトアップデートソースとして設定します。

テスト接続

アップデートソースの作成時に参照した資格情報を使用することにより、Test Connection（テスト接続）を使用して、アッ

プデートソースの場所が到達可能であるかどうかを検証します。

入力した資格情報でカタログの場所にアクセス可能であることを確認できた場合にのみ、アップデートソースを作成できま

す。

ローカル FTP のセットアップ

ローカル FTP をセットアップするには、次の手順を実行します。

1. ローカル FTP にオンライン FTP ftp.dell.com と全く同一のフォルダ構造を作成します。

2. オンライン FTP から catalog.xml.gz ファイルをダウンロードし、ファイルを解凍します。

3. catalog.xml ファイルを開き、baseLocation をお使いのローカル FTP URL に変更して、そのファイルを .gz 拡張子で圧縮
します。

たとえば、baseLocation を ftp.dell.com から ftp.yourdomain.com に変更します。

4. カタログファイルと DUP ファイルを ftp.dell.com と同じ構造でローカル FTP フォルダ内に配置します。
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ローカル HTTP のセットアップ

ローカルシステム上の HTTP サーバーをセットアップするには、次の手順を実行します。

1. ローカル HTTP に downloads.dell.com と全く同一のフォルダ構造を作成します。

2. http://downloads.dell.com/catalog/catalog.xml.gz のオンライン HTTP から catalog.xml.gz ファイルをダウンロードし、フ
ァイルを解凍します。

3. catalog.xml ファイルを解凍し、baseLocation をお使いのローカル HTTP URL に変更して、そのファイルを .gz 拡張子で
圧縮します。

たとえば、baseLocation を downloads.dell.com から hostname.com に変更します。

4. 変更したカタログファイルを含むカタログファイル、および DUP ファイルを、downloads.dell.com と同じ構造でローカ
ル HTTP フォルダ内に配置します。

アップデートソースの表示

アップデートソースを表示するには、次の手順を実行します。

1. DLCI for SCVMM（SCVMM 用 DLCI）で Maintenance Center（メンテナンスセンター）をクリックします。

2. Maintenance Center（メンテナンスセンター）で Maintenance Settings（メンテナンス設定）をクリックし、次に Update 
Source（アップデートソース）をクリックします。

アップデートソースの作成

前提条件：

• アップデートソースタイプに基づいて、Windows または FTP の資格情報プロファイルが必要です。

• DRM アップデートソースを作成する場合は、DRM がインストールされ、管理者役割が設定されていることを確認しま
す。

アップデートソースを作成するには、次の手順を実行します。

1. DLCI Console Add-in for SCVMM（ DLCI 用 コンソールアドイン）で、Maintenance Center（メンテナンスセンター）を
クリックし、Maintenance Settings（メンテナンス設定）をクリックします。

2. Update Source（アップデートソース）で Create New（新規作成）をクリックし、必要な情報を入力します。

• FTP ソースを作成している場合は、FTP 資格情報を入力します。FTP サイトへの到達にプロキシ資格情報が必要な場
合は、プロキシ資格情報も入力します。

• DRM ソースを作成している場合は、Windows 資格情報を入力して Windows 共有の場所へのアクセスを確保します。
場所フィールドにカタログファイルの完全なパスをファイル名も含めて入力します。

メモ: DRM 内のアップデートソースの作成には、32 ビットの DUP のみを使用してください。

• タイプ HTTP のアップデートソースを作成している場合は、カタログの完全なパスをカタログ名とプロキシ資格情報
と一緒に入力して、アップデートソースにアクセスします。

3. （オプション）これをデフォルトのアップデートソースにするには、Make this as default source（デフォルトソースにす
る）を選択します。

4. Test Connection（テスト接続）をクリックしてアップデートソースの場所を検証してから、Save（保存）をクリックし
ます。

メモ: 場所が検証されたら、アップデートソースを作成することができます。

アップデートソースの変更

アップデートソースを変更する際には、次の点に注意してください。

• アップデートソースの作成後、そのアップデートソースのタイプと場所を変更することはできません。

• アップデートソースは、進行中またはスケジュールされたジョブによって使用中であっても、または導入テンプレートで

使用されている場合でも、変更することができます。使用中のアップデートソースを変更しているときは警告メッセージ

が表示されます。Confirm（確認）をクリックして変更を続行してください。
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アップデートソースを変更するには、次の手順を実行します。

変更するアップデートソースを選択し、Edit（編集）をクリックして、必要に応じてソースをアップデートします。

アップデートソースの削除

次の状況でアップデートソースを削除することはできません。

• アップデートソースが、事前定義されたアップデートソース - Dell Online Catalog（Dell Online カタログ）と DELL ONLINE 
HTTP CATALOG（Dell Online HTTP カタログ）である場合。

• アップデートソースが導入テンプレートで使用されている場合。

• アップデートソースが、進行中のジョブ、またはスケジュールされたジョブによって使用されている場合。

• アップデートソースがデフォルトアップデートソースである場合。

アップデートソースを削除するには、次の手順を実行します。

削除するアップデートソースを選択し、Delete（削除）をクリックします。

アップデートグループ

アップデートグループは、類似したアップデート管理を要求するサーバーのグループです。事前定義されたアップデートグ

ループとカスタムアップデートグループの 2 種類のアップデートグループを使用できます。事前定義されたグループは表示

することができます。カスタムアップデートグループは、作成およびメンテナンスすることができます。

メモ: SCVMM 用 DLCI バージョン 1.1 からバージョン 1.2 にアップグレードした後、以前に検出されたすべてのサーバ
ーが汎用アップデートグループまたはホストアップデートグループに追加されます。これらのサーバーをそれぞれの
事前定義されたアップデートグループに追加するには、サーバーを再検出してください。

事前定義されたアップデートグループ

事前定義されたアップデートグループの説明および挙動は次のとおりです。

• 汎用アップデートグループ

– すべてのアップデートグループ

– デフォルトの未割り当てサーバーアップデートグループ

• クラスタアップデートグループ

• ホストアップデートグループ

– デフォルトのホストアップデートグループ

• シャーシアップデートグループ

汎用アップデートグループ - このグループは、単一のセッションでアップデートされるホストと未割り当てサーバーで構成

されます。

すべてのアップデートグループ - このグループは、すべてのサーバーグループで構成されます。アプライアンス内に存在す

るすべてのグループがこのすべてのアップデートグループのメンバーになります。このグループは、汎用アップデートグル

ープに分類されます。

デフォルトの未割り当てサーバーアップデートグループ - このグループは、他のいずれのグループにも属していないすべて

の未割り当てサーバーで構成されます。このグループは、汎用アップデートグループに分類されます。サーバーは、次の操

作の後でデフォルトの未割り当てサーバーアップデートグループに追加されます。

• ベアメタルサーバーの新規検出または再検出。

• 同期化または再同期化（SCVMM から削除された後もアプライアンス内に存在している場合）。

クラスタアップデートグループ - このグループは、Windows Server フェールオーバークラスタで構成されます。モジュラー

サーバーがクラスタに属している場合、そのサーバーはクラスタアップデートグループに追加されます。第 12 世代または第 
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13 世代の Dell PowerEdge モジュラーサーバーがクラスタに属している場合は、Maintenance Center（メンテナンスセンター）

ページのインベントリに CMC 情報も追加されます。

サーバーが属しているクラスタアップデートグループを調べるには、アプライアンスにリストされているすべてのサーバー

のホスト名とクラスタ FQDN が表示される デバイスインベントリ ページを参照します。

ホストアップデートグループ - このグループはホストサーバーで構成され、アップデートが 1 回のセッションで適用されま

す。つまり、1 回のセッションでグループ内のすべてのサーバーが一度にアップデートされます。

デフォルトのホストアップデートグループ - このグループは、検出されたホストのうち、他のどのアップデートグループに

も属していないすべてのホストで構成されます。このグループは、ホストアップデートグループに分類されます。

シャーシアップデートグループ - シャーシに属していて、どのクラスタグループにも属さないモジュラーサーバーは、シャ

ーシアップデートグループとして分類されます。第 12 世代、または第 13 世代の Dell PowerEdge サーバーは、それらの CMC 
情報と共に検出されます。デフォルトで、グループは Chassis-Service-tag-of-Chassis-Group の命名形式で作成されます（たと

えば、Chassis-GJDC4BS-Group です）。モジュラーサーバーがクラスタアップデートグループから削除されると、サーバ

ーはその CMC 情報と共にシャーシアップデートグループに追加されます。対応するシャーシアップデートグループにモジ

ュラーサーバーが 1 つも存在しない場合でも、シャーシ内のすべてのモジュラーサーバーはクラスタアップデートグループ

内にあるため、シャーシアップデートグループは存続しても、表示されるのは CMC 情報のみです。

カスタムアップデートグループ

カスタムアップデートグループを作成、修正、および削除できます。ただし、カスタムアップデートグループには、デフォ

ルトの未割り当てアップデートグループとデフォルトのホストアップデートグループからのみサーバーを追加できます。カ

スタムアップデートグループにサーバーを追加した後、そのサーバーは事前定義されたアップデートグループから削除され

ます。このサーバーはカスタムアップデートグループ内でのみ使用可能です。カスタムアップデートグループにサーバーを

追加するには、サービスタグを使用してサーバーを検索します。

アップデート方法

選択したアップデートを、それに対応している選択したサーバーグループに適用できます。

• サーバーグループ上では次のアップデートを実行できます。

– エージェントフリーのステージングアップデート - これはファームウェアアップデートのステージングです。すぐに
適用可能なファームウェアアップデート、および再起動が不要なファームウェアアップデートはすぐに適用されま
す。 システムの再起動を必要とする残りのアップデートはサーバーの再起動時に適用されます。アップデートは、 
iDRAC を使用してスケジュールされた時刻に一括で実行されます。バッチのサイズは、更新が行われる際に決定され
ます。すべてのアップデートが適用されるかどうかを確認するにはインベントリを更新します。 この操作は 1 つのサ
ーバーで失敗しただけでも、全体のアップデートジョブが失敗します。

– エージェントフリーのアップデート - これは、サーバーの即時再起動を伴う帯域外アップデートです。

– クラスタ対応アップデート（CAU）- クラスタアップデートグループ上で Windows CAU 機能を利用することにより、
アップデート処理を自動化してサーバーの可用性を維持します。サーバー上のアップデートは、統合ゲートウェイ
（IG）がインストールされている同一システム上に存在するクラスタアップデートコーディネータを介して行われ、
iDRAC を経由しません。アップデートはステージングされず、すぐに適用されます。CAU を使用すると、中断やサー
バーダウンタイムを最小限に抑えることができ、作業負荷への継続的な対応を可能にします。したがって、クラスタ
グループが提供するサービスに影響することはありません。CAU の詳細については、technet.microsoft.com に
ある「Cluster-Aware Updating Overview」（クラスタ対応更新を使って可用性を維持したままフェールオーバークラス
タを更新する：シナリオの概要）セクションを参照してください。

アップデートグループについてのメモ

• 事前定義されたアップデートグループを手動で作成、変更、または削除することはできません。

• アプライアンスから CMC ファームウェアを直接アップデートすることはできません。ただし、CMC 内に存在するモジュ
ラーサーバーのファームウェアはアップデートできます。CMC ファームウェアのアップデートについては、『Dell 
PowerEdge M1000e Chassis Management Controller Firmware User’s Guide』（Dell PowerEdge M1000e Chassis Management 
Controller Firmware ユーザーズガイド）の「Updating CMC firmware」（CMC ファームウェアのアップデート）を参照して
ください。VRTX での CMC ファームウェアのアップデートについては、『Dell Chassis Management Controller for Dell 
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PowerEdge VRTX User’s Guide』（Dell Chassis Management Controller for Dell PowerEdge VRTX ユーザーズガイド）の
「Updating firmware」（ファームウェアのアップデート）を参照してください。FX2 での CMC ファームウェアのアップデ
ートについては、『Dell Chassis Management Controller for Dell PowerEdge FX2 User’s Guide』（Dell Chassis Management 
Controller for Dell PowerEdge FX2 ユーザーズガイド）の「Updating firmware」（ファームウェアのアップデート）を参照し
てください。

アップデートグループの表示

アップデートグループを表示するには、次の手順を実行します。

1. DLCI for SCVMM（SCVMM 用 DLCI）で、Maintenance Center（メンテナンスセンター）をクリックし、Maintenance 
Settings（メンテナンス設定）をクリックします。

2. Maintenance Settings（メンテナンス設定）で、Update Groups（アップデートグループ）をクリックします。

カスタムアップデートグループの作成

カスタムアップデートグループを作成するには、次の手順を実行します。

1. DLCI for SCVMM（SCVMM 用 DLCI）で、Maintenance Center（メンテナンスセンター）をクリックし、Maintenance 
Settings（メンテナンス設定）をクリックします。

2. Maintenance Settings（メンテナンス設定）で、Update Groups（アップデートグループ）をクリックし、Create（作成）
をクリックします。

Firmware Update Group（ファームウェアアップデートグループ）ページが表示されます。

3. 詳細を入力し、作成するアップデートグループのタイプを選択します。

カスタムアップデートグループは、次のアップデートグループタイプを形成するサーバーのみを持つことができます。

• 汎用ホストアップデートグループ - デフォルトの未割り当てアップデートグループとホストアップデートグループ
のサーバーで構成されます。

• ホストアップデートグループ - デフォルトのホストアップデートグループのサーバーで構成されます。

4. サーバーをアップデートグループに追加するには、サービスタグを使用してサーバーを検索し、Save（保存）をクリッ
クします。

カスタムアップデートグループの変更

カスタムアップデートグループを変更する際には、次の点に注意してください。

• アップデートグループは、作成後にタイプを変更することはできません。

• カスタムアップデートグループのサーバーを別のカスタムアップデートグループに移動させるには、次の手順を実行しま
す。

– 既存のカスタムアップデートグループからそのサーバーを削除します。その後、そのサーバーは、事前定義されたア
ップデートグループに自動的に追加されます。

– 次に、そのサーバーを追加するようにカスタムグループを編集し、サービスタグを使用してそのサーバーを検索しま
す。

カスタムアップデートグループを変更するには、次の手順を実行します。

1. DLCI for SCVMM（SCVMM 用 DLCI）で、Maintenance Center（メンテナンスセンター）をクリックし、Maintenance 
Settings（メンテナンス設定）をクリックします。

2. Maintenance Settings（メンテナンス設定）で、Update Groups（アップデートグループ）をクリックし、アップデート
グループを選択し、Edit（編集）をクリックしてアップデートグループを変更します。

カスタムアップデートグループの削除

次のような状況でカスタムアップデートグループを削除する場合は、次の点に注意してください。

• ジョブがスケジュール済み、進行中、または待機中の場合は、アップデートグループを削除することはできません。
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• サーバーがアップデートグループ内に存在する場合でも、アップデートグループを削除することができます。ただし、そ
のようなアップデートグループを削除した後、サーバーは、それぞれの事前定義されたアップデートグループに移動され
ます。

カスタムアップデートグループを削除するには、次の手順を実行します。

1. DLCI for SCVMM（SCVMM 用 DLCI）で、Maintenance Center（メンテナンスセンター）をクリックし、Maintenance 
Settings（メンテナンス設定）をクリックします。

2. Maintenance Settings（メンテナンス設定）で、Update Groups（アップデートグループ）をクリックし、アップデート
グループを選択し、Delete（削除）をクリックしてアップデートグループを削除します。

サーバー上でのアップデートの適用

ファームウェアアップデートジョブを作成することにより、サーバーまたはサーバーグループ上でアップデートを即時適用
またはスケジュールすることができます。アップデート用に作成されたジョブは、Jobs and Logs Center（ジョブとログセン
ター）ページの下で一覧表示されます。また、Allow Downgrade（ダウングレードを許可）を選択することにより、ファーム
ウェアバージョンを、提案されたバージョンにダウングレードすることもできます。このオプションが選択されていない場
合は、ファームウェアのダウングレードを必要とするコンポーネントに対して何も実行しません。

メモ: 

• サーバーの単一コンポーネント上で、または環境全体に対して、ファームウェアアップデートを適用することがで

きます。

• サーバーまたはサーバーのグループに対して適用可能なアップグレードまたはダウングレードが存在しない場合、

そのサーバーまたはサーバーのグループ上でファームウェアアップデートを実行しても、何も起こりません。

• コンポーネントレベルの情報をアップデートしているときに、既存のファームウェアバージョンがアップデートソ

ースのファームウェアバージョンと同じである場合は、そのコンポーネントに対する処置は何も実行されません。

前提条件：

• サーバー上でアップデートを実行するには、Dell オンライン FTP または HTTP サイト、ローカル FTP または HTTP サイ
ト、または Dell Repository Manager（DRM）上で利用可能なアップデートソースが必要です。

• アップデートを適用する前に、アップデートが適用されるサーバー上で iDRAC ジョブキューをクリアします。

• IG ユーザーがすべてのクラスタノード上でローカル管理者権限を持っていることを確認します。

• クラスタアップデートグループ上でアップデートを適用する前に、クラスタ準備レポートで次の点を確認します。

– アップデートソースへの接続性。

– フェールオーバークラスタの可用性。

– Windows Server 2012、Windows Server 2012 R2、または Windows 2016 OS がすべてのフェールオーバークラスタノー
ドにインストールされていて CAU 機能をサポートしていることを確認します。

– 自動アップデートの設定が、いずれのフェールオーバークラスタノード上でもアップデートを自動的にインストール
するようになっていないこと。

– フェールオーバークラスタ内の各ノード上のリモートシャットダウンを許可するファイアウォールルールの有効化。

– 設定されている更新実行オプションを検証します。詳細については、technet.microsoft.com にある「Requirements and 
Best Practices for Cluster - Aware Updating」（クラスタ対応更新の要件とヒント集）セクションを参照してください。

– クラスタグループには、少なくとも 2 つのノードが必要です。

– クラスタアップデート準備を確認します。CAU に関する詳細については、technet.microsoft.com にある「Requirements 
and Best Practices for Cluster - Aware Updating」（クラスタ対応更新の要件とヒント集）セクションを参照してくださ
い。

メモ: CAU 方法を適用するためのレポート内に重大なエラーおよび警告がないことを確認してください。

サーバー上でアップデートを適用するには、次の手順を実行します。

1. SCVMM 用 DLCI コンソールアドインで、Maintenance Center（メンテナンスセンター）をクリックし、サーバーまたは
サーバーグループとアップデートソースを選択して、Run Update（アップデートの実行）をクリックします。
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メモ: 

• コンポーネントレベルのアップデートの場合、サーバーグループをコンポーネントレベルに展開し、Run Update
（アップデートの実行）をクリックします。

• 第 11 世代の Dell PowerEdge サーバー用のファームウェアアップデートを実行するときに、電源装置ユニット

（PSU）ファームウェアバージョンをアップグレードすることはできません。

2. Update Details（アップデート詳細）で、ファームウェアアップデートジョブの名前と説明を入力します。

3. Schedule Update（アップデートのスケジュール）で、次のいずれかを選択します。

• Run Now（今すぐ実行） - アップデートを今すぐ適用します。

• 日付と時刻を選択して、今後のファームウェアアップデートをスケジュールします。

4. アップデートの方法を Agent-free Update（エージェントフリーアップデート）または Agent-free Staged Update（エー
ジェントフリーステージドアップデート）を使用して選択し、Finish（終了）をクリックします。

メモ: ファームウェアアップデートジョブを iDRAC に送信した後、アプライアンスは、そのジョブのステータスに

ついて iDRAC と通信し、管理コンソールの Jobs and Logs（ジョブとログ）でステータスアップデートを提供しま

す。iDRAC は、アプライアンスによって追跡されているジョブに関してステータスアップデートを提供しないこと

があります。アプライアンスは最大 6 時間待機し、それでも iDRAC から応答がなければ、そのファームウェアア

ップデートジョブのステータスは失敗と見なされます。 

ポーリングと通知

システム生成時に新しいカタログが使用可能になっているときの通知と、デフォルトのアップデートソースを受信できます。

使用可能な新しいカタログファイルがアップデートソースに存在する場合、通知ベルの色はオレンジ色に変化します。ベル

アイコンをクリックすると、ローカルにキャッシュされているアップデートソースで使用可能なカタログが置き換えられま

す。古いカタログが最新のカタログによって置き換えられると、ベルの色は緑色に変化します。

通知の設定

ポーリングの頻度を設定するには、次の手順を実行します。

1. SCVMM 用 DLCI で、Maintenance Center（メンテナンスセンター）をクリックし、Maintenance Settings（メンテナン
ス設定）をクリックし、Polling and Notification（ポーリングと通知）をクリックします。

2. ポーリングの発生頻度を選択します。

• Never（行わない）- デフォルトでは、このオプションが選択されます。アップデートソースから入手可能な新しい
カタログに関するアップデートを、スケジュールされた時間に一度だけ受信する場合に選択します。

• Once a week（1 週間に 1 回）- アップデートソースから入手可能な新しいカタログに関するアップデートを 1 週間に 
1 回受信する場合に選択します。

• Once every 2 weeks（2 週間に 1 回）- アップデートソースから入手可能な新しいカタログに関するアップデートを 2 
週間に 1 回受信する場合に選択します。

• Once a month（1 ヶ月に 1 回）- アップデートソースから入手可能な新しいカタログに関するアップデートを 1 ヶ月に 
1 回受信する場合に選択します。

保護ボールト

保護ボールトは、サーバーまたはサーバーグループのサーバープロファイルをエクスポートおよびインポートできるセキュ
アな場所です。このサーバープロファイルは、外部ボールトを作成することによってネットワーク内の共有の場所に、ある
いは内部ボールトを作成することによって vFlash SD カードに保存することができます。1 つのサーバーまたはサーバーグル
ープを 1 つの保護ボールトのみに関連付けることができます。ただし、1 つの保護ボールトを複数のサーバーまたはサーバー
グループに関連付けることができます。

保護ボールトの作成

前提条件：ボールトの場所がアクセス可能であることを確認してください。

33



保護ボールトを作成するには、次の手順を実行します。

1. DLCI for SCVMM（SCVMM 用 DLCI）で、Maintenance Center（メンテナンスセンター）をクリックし、Maintenance 
Settings（メンテナンス設定）をクリックします。

2. Maintenance Center（メンテナンスセンター）で、Protection Vault（保護ボールト）をクリックし、Create（作成）を
クリックします。

3. 使用する保護ボールトのタイプを選択し、必要な詳細を入力します。

• Network Share（ネットワーク共有）タイプの保護ボールトを作成する場合は、プロファイルを保存する場所、この
場所にアクセスするための資格情報、およびプロファイルを保護するためのパスフレーズを入力します。このタイプ
の保護ボールトは、Common Internet File System（CIFS）タイプのファイル共有をサポートしています。

• vFlash タイプの保護ボールトを作成する場合は、プロファイルを保護するためのパスフレーズを入力します。

保護ボールトの変更

保護ボールトを変更するときには、次の点に注意してください。

• 保護ボールトの名前、説明、タイプ、およびパスフレーズを変更することはできません。

保護ボールトを変更するには、次の手順を実行します。

1. DLCI for SCVMM（SCVMM 用 DLCI）で、Maintenance Center（メンテナンスセンター）をクリックし、Maintenance 
Settings（メンテナンス設定）をクリックします。

2. Maintenance Center（メンテナンスセンター）で、Protection Vault（保護ボールト）をクリックし、Edit（編集）をク
リックしてボールトを変更します。

保護ボールトの削除

次の状況で保護ボールトを削除することはできません。

• 保護ボールトがサーバーまたはサーバーグループに関連付けられている。

• 保護ボールトに関連付けられているスケジュールされたジョブが存在する。このような保護ボールトを削除するには、ス
ケジュールされたジョブを削除してから、保護ボールトを削除します。

1. DLCI for SCVMM（SCVMM 用 DLCI）で、Maintenance Center（メンテナンスセンター）をクリックし、Maintenance 
Settings（メンテナンス設定）をクリックします。

2. Maintenance Center（メンテナンスセンター）で、Protection Vault（保護ボールト）をクリックし、Delete（削除）を
クリックしてボールトを削除します。

部品交換

部品交換機能が、交換したサーバーを必要なファームウェアバージョンまたは古いコンポーネントの設定、またはその両方
に自動的にアップデートします。 このアップデートは、部品交換後のシステム再起動時に自動的に行われます。

次のオプションがサポートされています。

• Collect System Inventory On Restart（CSIOR） - 再起動時にすべてのコンポーネントを収集します。

– Enabled（有効） - サーバーコンポーネントのソフトウェアおよびハードウェアインベントリの情報はシステムの再起
動時に自動的に更新されます。

– Disabled（無効） - サーバーコンポーネントのソフトウェアおよびハードウェアインベントリの情報は更新されませ
ん。

– Do not change the value on the server（サーバーの値を変更しない） - 既存のサーバー設定が保持されます。

• 部品ファームウェアアップデート - 選択に基づいて、コンポーネントのファームウェアバージョンを復元、アップグレー
ド、またはダウングレードします。

– Disabled（無効） - 機能は無効にされ、交換したコンポーネントに適用されます。

– Allow version upgrade only（バージョンのアップグレードのみを許可） - 新しいコンポーネントのファームウェアバー
ジョンが既存のバージョンよりも古い場合に、アップグレードされたファームウェアのバージョンが交換したコンポ
ーネントに適用されます。
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– 交換部品のファームウェアを一致させる- 新しい部品のファームウェアバージョンを元のコンポーネントのファーム
ウェアバージョンに一致させます。

– Do not change the value on the server（サーバーの値を変更しない） - コンポーネントの既存の設定が保持されます。

• 部品設定アップデート - 選択に基づいて、コンポーネントの設定を復元またはアップグレードします。

– 無効 - 機能は無効化され、古いコンポーネントの保存された設定は交換したコンポーネントに適用されません。

– 常に適用 - 機能が有効にされ、古いコンポーネントの保存された設定は交換したコンポーネントに適用されます。

– Apply only if firmware matches（ファームウェアが一致する場合にのみ適用） - 古いコンポーネントの保存された設定
は、ファームウェアバージョンが一致している場合にのみ、交換したコンポーネントに適用されます。

– Do not change the value on the server（サーバーの値を変更しない） - 既存の設定が保持されます。

ファームウェアおよび構成設定の適用

部品交換用のパラメータを設定するには：

1. SCVMM 用 DLCI コンソールアドインの Maintenance Center（メンテナンスセンター）で、サーバーまたはサーバーの
グループを選択し、部品交換設定をクリックします。

部品交換設定 ウィンドウが表示されます。

2. CSIOR、 部品ファームウェアアップデート、および部品設定のアップデートの値を設定し、Finish（終了）をクリックし
ます。

Lifecycle Controller ログの収集

LC ログには、管理下システムでの過去のアクティビティの記録を提供します。 これらのログファイルは、推奨処置に関する
詳細情報およびトラブルシューティングの際に役立つテクニカル情報を提供するため、サーバー管理者には有益です。

LC ログからさまざまなタイプの情報を入手できます。たとえば、アラート関連、システムのハードウェアコンポーネントの

設定変更、アップデートまたはダウングレードによりファームウェアの変更、交換済み部品、温度警告、アクティビティ開

始時の詳細なタイムスタンプ、アクティビティの重大度などがあります。

LC ログを収集するための 2 つのオプションがあります：

• アクティブ LC ログ - これらは最近の LC ログファイルです。これらのログファイルを表示、検索、およびアプライアン
スにエクスポートできます。LC ログをアプライアンスまたはネットワーク共有に収集するジョブをスケジュールするこ
とができます。また、ログファイルのバックアップをネットワーク共有上に保存できます。

• LC 完了ログ - これらのログにはアクティブおよびアーカイブされた LC ログファイルが含まれます。これらのファイル
は大きいため、.gz 形式に圧縮され、CIFS ネットワーク共有上の指定された場所にエクスポートされます。

LC ログの収集

1. SCVMM 用 DLCI コンソールの Maintenance Center（メンテナンスセンター）で、サーバーまたはサーバーのグループ
を選択し、Collect LC Logs（LC ログの収集）をクリックします。

2. LC Log Collection（LC ログの収集）で次のいずれを選択し、Finish（終了）をクリックします。

• LC 完了ログのエクスポート（.gz） - Windows の資格情報を提供することにより、アクティブおよびアーカイブされ
た LC ログを CIFS ネットワーク共有にエクスポートします。

メモ: 

– これらのファイルは大きいため、共有フォルダに、LC 完了ログを保存するための十分なスペースがあるこ
とを確認します。

– LC 完了ログのエクスポートは、第 11 世代の Dell PowerEdge サーバーではサポートされません。

– LC ログが次のフォーマットで保存されます：<YYYYMMDDHHMMSSSSS>.<file format>。
たとえば、201607201030010597.xml.gz は LC ファイル名で、このファイル名には作成された日付と時刻が含

まれています。

• アクティブログのエクスポート（今すぐ実行） - 選択すると、アクティブログがアプライアンスにすぐにエクスポー
トされます。
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– （オプション ）Back up LC logs on the network share（LC ログをネットワーク共有にバックアップ）オプション
を有効にすると、 Windows の資格情報を提供することにより、LC ログのバックアップが CIFS ネットワーク共有
上に保存されます。

メモ: 第 11 世代の Dell PowerEdge サーバー用のアクティブ LC ログをエクスポートする前に、iDRAC および 
LC を最新のバージョンにアップデートするようにしてください。

• Schedule LC Log Collection（LC ログ収集のスケジュール） - アクティブ LC ログをエクスポートする日付、時刻、お
よび頻度を選択します。

– （オプション ）Back up LC logs on the network share（LC ログをネットワーク共有にバックアップ）オプション
を有効にすると、 Windows の資格情報を提供することにより、LC ログのバックアップが CIFS ネットワーク共有
上に保存されます。

LC ログの収集を行う頻度を決定するために使用できる頻度のスケジュールのオプションは次のとおりです：

– Never（行わない）- スケジュールされた時間に一度だけ LC ログをエクスポートする場合に選択します。

– Daily（日次）- スケジュールされた時間に LC ログを毎日エクスポートする場合に選択します。

– Once a week（週に一度） - スケジュールされた時間に週に一度 LC ログをエクスポートする場合に選択します。

– Once every 4 weeks（4 週間に一度）- スケジュールされた時間に 4 週間に一度 LC ログをエクスポートする場合
に選択します。

メモ: エクスポートされた LC ログファイルは、特定サーバーのサービスタグのフォルダ名内に保存されます。

LC ログの表示

LC ログの表示機能を使用して、すべてのアクティブな LC ログの表示、詳細説明の検索、および CSV 形式でのログのダウン
ロードができます。

1. SCVMM 用 DLCI コンソールの Maintenance Center（メンテナンスセンター）で、サーバーまたはサーバーのグループ
を選択し、View LC Logs（LC ログの表示）をクリックします。

選択したグループのすべてのサーバー、および LC ログが収集されるサーバーが、それらの LC ログファイルと一緒にリ

ストされます。

2. ファイル名をクリックすると、そのサーバーに固有の LC ログファイルのすべてのログエントリが表示されます。

3. （オプション）すべてのログファイルから説明を検索したり、CSV 形式でファイルをエクスポートするには、検索ボック
スを使用します。

LC ファイル内のメッセージの説明を検索するための 2 つの方法があります。

• ファイル名をクリックして LC ログファイルを開き、検索ボックスで説明を検索します。

• 検索ボックスに説明を入力すると、次の説明のインスタンスとともにすべての LC ファイルが表示されます。

メモ: 

• LC ログメッセージの説明が長い場合、メッセージは 80 文字に切り捨てられます。

• LC ログメッセージで表示される時間は、 iDRAC のタイムゾーンに従います。

• LC ログをダウンロードする前に、ローカルのイントラネットサイトにアプライアンスを追加します。

ローカルのイントラネットサイトにアプライアンスを追加するには：

a. インターネットエクスプローラを開いて、ツールをクリックし、インターネットオプションをクリックします。

b. セキュリティをクリックし、ローカルイントラネットを選択し、サイトをクリックします。ローカルイントラネッ
トページが表示されます。

c. 詳細設定をクリックして、アプライアンスの URL を入力し、追加をクリックします。 

インベントリのエクスポート

SCVMM 用 DLCI では、選択したサーバーまたはサーバーグループのインベントリを XML または CSV 形式ファイルにエクス
ポートすることができます。この情報は、Windows 共有ディレクトリ内、または管理システム上に保存できます。また、こ
のインベントリファイルを DRM にインポートし、その XML ファイルに基づいてリポジトリを作成して、参照設定を作成す
ることも可能です。
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Internet Explorer バージョン 10 以降の使用時に、サーバーまたはサーバーグループのファームウェアインベントリをエクスポ

ートするには、コンソールアドインの IP アドレスをローカルのイントラネットサイトに追加します。インベントリファイル

をエクスポートする前に、次の手順を実行します。

1. IE Settings（IE の設定）をクリックし、インターネットオプションをクリックします。

2. Advanced（詳細設定）をクリックし、設定からセキュリティセクションを探します。

3. 暗号化されたページをディスクに保存しない オプションをクリアし、OK をクリックします。

サーバーのコンポーネント情報のみを選択してエクスポートすると、サーバーの完全なインベントリ情報がエクスポートさ

れます。

検出されたサーバーのインベントリをエクスポートするには、次の手順を実行します。

1. SCVMM 用 DLCI コンソールアドインで、Maintenance Center（メンテナンスセンター）をクリックします。

2. インベントリをエクスポートしたいサーバーを選択し、インベントリのエクスポート ドロップダウンメニューから形式
を選択します。

メモ: XML ファイルをエクスポートした後、DRM でリポジトリを作成するには、次の手順を実行します。

1. My Repositories（マイリポジトリ）をクリックし、New（新規）をクリックし、Dell Modular Chassis inventory
（Dell モジュラーシャーシインベントリ）をクリックします。

2. ベースリポジトリ セクションで名前と説明を入力し、次へをクリックします。

3. 参照をクリックし、モジュラーシャーシインベントリセクションで、アプライアンスからエクスポートされたイン
ベントリファイルを選択します。次へをクリックします。リポジトリの作成の詳細については、dell.com/support/
home にある Dell Repository Manager のドキュメントを参照してください。

ファームウェア インベントリの表示と更新

サーバーまたは特定のサーバーグループを選択した後で、Dell 準拠サーバーのファームウェアインベントリを表示および更新
することができます。

選択したアップデートソースに対するサーバーまたはシャーシインベントリの比較レポートを表示できます。アップデート

ソースを変更し、選択したサーバー、サーバーグループ、またはシャーシのインベントリ情報について変更後のアップデー

トソースとの比較レポートを表示できます。

サーバー、サーバーグループ、またはシャーシのファームウェアインベントリを更新して、最新の情報を表示することがで

きます。サーバーのコンポーネント情報を更新すると、サーバーの完全なインベントリ情報が更新されます。

メモ: 

• SCVMM 用 DLCI バージョン 1.2 には、事前定義された FTP および HTTP アップデートソースの以前のバージョンの
比較レポートを表示するカタログが同梱されています。したがって、最新の比較レポートを表示するには、最新の
カタログをダウンロードしてください。

• SCVMM 用 DLCI をこのバージョンにアップグレードすると、前のバージョンで検出されたサーバーに対して最新の
情報が表示されません。最新のサーバー情報と正しい比較レポートを表示するには、それらのサーバーを再検出し
てください。

サーバーまたはサーバーグループのファームウェアインベントリを表示または更新するには、次の手順を実行します。

1. DLCI Console Add-in for SCVMM（SCVMM 用 DLCI コンソールアドイン）の Maintenance Center（メンテナンスセンタ
ー）で、Select Update Group（アップデートグループの選択）からアップデートグループを選択します。

2. （オプション）アップデートソースを変更するには、Select Update Source（アップデートソースの選択）からアップデ
ートソースを選択します。

3. 現在のバージョンとベースラインバージョンのファームウェア情報、およびアプライアンスによって推奨されるアップ
デートアクションを表示するには、Device Group/Servers（デバイスグループ / サーバー）のサーバーグループをサー
バーレベル、コンポーネントレベルへと順番に展開します。
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メモ: 

コンポーネントレベルの情報を表示しているとき、第 11 世代の PowerEdge サーバーに対する NIC 関連の情報は次

のように表示されます。

• Urgent（緊急）の Nature of Update（アップデートの性質）に基づいたフィルタを適用した後は、緊急アップ

デートのコンポーネントのみが含まれるレポートが表示されます。このレポートがエクスポートされると、重

要アップデートが後に続くダウングレードアクションを含むコンポーネントもエクスポートされます。

• 単一の NIC カードで複数のネットワークインタフェースが使用可能な場合、Component Information（コンポー

ネント情報）リストには、それらすべてのインタフェースに対して 1 つのエントリのみが存在します。ファー

ムウェアアップデートが適用されると、それらすべての NIC カードがアップグレードされます。

• NIC カードが既存のカードと一緒に追加された場合、新たに追加された NIC カードは、Component Information
（コンポーネント情報）リストに別のインスタンスとして表示されます。ファームウェアアップデートが適用さ

れると、すべての NIC カードがアップグレードされます。 

4. 更新するサーバーまたはサーバーグループを選択し、Refresh Inventory（インベントリの更新）をクリックします。

サーバープロファイルのエクスポート

BIOS、RAID、NIC、iDRAC、Lifecycle Controller などの各種コンポーネント上にインストールされたファームウェアイメージ
とそれらのコンポーネントの設定を含む、サーバープロファイルをエクスポートできます。アプライアンスは、すべての設
定が含まれるファイルを作成します。このファイルは、vFlash SD カードまたはネットワーク共有に保存することができま
す。このファイルを保存するために、任意の保護ボールトを選択します。サーバーまたはサーバーグループの設定プロファ
イルをすぐにエクスポートしたり、後日にスケジュールしたりすることができます。また、サーバープロファイルがエクス
ポートされる頻度について、関連する反復オプションを選択することもできます。設定のエクスポートジョブは、サーバー
グループに対して一度に 1 つしかスケジュールできません。設定プロファイルをエクスポート中のサーバーまたはサーバー
グループに対して他のアクティビティを実行することはできません。

メモ: 

• iDRAC で自動バックアップジョブが同じ時間にスケジュールされていないことを確認します。

• フィルタを適用してからサーバープロファイルをエクスポートすることはできません。サーバープロファイルをエ
クスポートするには、適用されているすべてのフィルタをオフにします。

エクスポートジョブの作成

サーバー設定をエクスポートするには、次の手順を実行します。
前提条件：BIOS Settings（BIOS 設定）で F1/F2 Prompt on Error（エラー時に F1/F2 プロンプト）を無効にしてください。

1. DLCI Console Add-in for SCVMM（SCVMM 用 DLCI コンソールアドイン）で、Maintenance Center（メンテナンスセン
ター）をクリックし、Export Server Profile（サーバープロファイルのエクスポート）をクリックします。

2. Export Profile（プロファイルのエクスポート）で、ジョブの詳細を入力し、保護ボールトを選択します。

Export Server Profile（サーバープロファイルのエクスポート）で、次を選択します。

• Run Now（今すぐ実行）- 選択したサーバーまたはサーバーグループのサーバー設定をすぐにエクスポートします。

• Schedule（スケジュール）- 選択したサーバーグループのサーバー設定をエクスポートするためのスケジュールを提
供します。

– Never（行わない）- スケジュールされた時間中に一度だけサーバープロファイルをエクスポートする場合に選択
します。

– Once a week（1 週間に 1 回）- 1 週間に 1 回でサーバープロファイルをエクスポートする場合に選択します。

– Once every 2 weeks（2 週間に 1 回）- 2 週間に 1 回でサーバープロファイルをエクスポートする場合に選択しま
す。

– Once every 4 weeks（4 週間に 1 回）- 4 週間に 1 回でサーバープロファイルをエクスポートする場合に選択しま
す。
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サーバー設定のエクスポートジョブのキャンセル

エクスポートジョブをキャンセルするには、次の手順を実行します。

1. DLCI Console Add-in for SCVMM（SCVMM 用 DLCI コンソールアドイン）で、Maintenance Center（メンテナンスセン
ター）をクリックし、Manage Jobs（ジョブの管理）をクリックします。

2. フィルタから Export and Import Jobs（エクスポートおよびインポートジョブ）を選択し、キャンセルするジョブを選択
し、ジョブが Scheduled（スケジュール済み）状態であることを確認します。

3. Cancel（キャンセル）をクリックし、Yes（はい）をクリックします。

サーバープロファイルのインポート

すでに同じサーバーまたはサーバーグループに対してエクスポートされたサーバープロファイルをインポートすることがで
きます。サーバープロファイルのインポートは、プロファイルに保存されている状態にサーバーの設定およびファームウェ
アを復元する際に役立ちます。そのような場合、そのサーバーまたはサーバーグループの以前にエクスポートしたサーバー
プロファイルをインポートして、そのサーバーまたはサーバーグループのサーバープロファイルを置き換えることができま
す。

サーバープロファイルは次の 2 つの方法でインポートできます。

• サーバープロファイルのクイックインポート - そのサーバーの最新のエクスポートされたサーバープロファイルを自動
的にインポートできます。この操作では、個々のサーバーの個別のサーバープロファイルを選択する必要はありません。

• サーバープロファイルのカスタムインポート - 個別選択したサーバーのそれぞれのサーバープロファイルをインポート
できます。たとえば、サーバープロファイルのエクスポートがスケジュールされていて、サーバープロファイルが毎日エ
クスポートされる場合、この機能により、そのサーバーの保護ボールト内の使用可能なサーバープロファイルのリストか
ら、インポートされる特定のサーバープロファイルを選択できます。

サーバープロファイルのインポートのメモ：

• そのサーバーのエクスポートされたサーバープロファイルのリストからのみサーバープロファイルをインポートできま

す。別のサーバーまたはサーバーグループの同じサーバープロファイルをインポートすることはできません。別のサー

バーまたはサーバーグループのサーバープロファイルをインポートしようとすると、そのサーバープロファイルのインポ

ートジョブは失敗します。

• 特定のサーバーまたはサーバーグループのサーバープロファイルイメージが使用できない場合、その特定のサーバーまた

はサーバーグループに対してサーバープロファイルのインポートジョブが試行されると、それを実行する、サーバープロ

ファイルを持たないそれらの特定のサーバーに対してサーバープロファイルのインポートジョブは失敗し、ログメッセー

ジが失敗の詳細とともにアクティビティログに追加されます。

• サーバープロファイルをエクスポートした後、いずれかのコンポーネントがサーバーから削除され、その後にプロファイ

ルのインポートジョブが開始されると、欠落しているコンポーネント情報がスキップされることを除けば、すべてのコン

ポーネント情報が復元されます。スキップされた情報は、SCVMM 用 DLCI のアクティビティログでは入手できません。

欠落しているコンポーネントについて詳細を知るには、iDRAC の LifeCycle Log（LifeCycle ログ）を参照してください。

• フィルタを適用してからサーバープロファイルをインポートすることはできません。サーバープロファイルをインポー

トするには、適用されているすべてのフィルタをオフにします。

サーバープロファイルのインポート

検出されたサーバーのインベントリをインポートするには、次の手順を実行します。

1. DLCI for SCVMM（SCVMM 用 DLCI）の Maintenance Center（メンテナンスセンター）で、インポートするプロファイ
ルを持つサーバーを選択し、Import Server Profile（サーバープロファイルのインポート）をクリックします。

2. 必要な詳細を入力し、Import Server Profile Type（サーバープロファイルのインポートタイプ）で必要なタイプを選択
し、Finish（終了）をクリックします。

メモ: サーバーの現在の RAID 設定を保存する必要がない場合は、Preserve Data（データを保存する）オプション

をクリアしてください。
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ジョブの管理

ファームウェアアップデート、サーバー設定のエクスポートおよびインポートのすべてのジョブがそれらのステータス情報
とともに一覧表示されます。また、スケジュールされているジョブはキャンセルすることもできます。

ファームウェアアップデートジョブのキャンセル

前提条件：ジョブが Scheduled（スケジュール済み）状態であることを確認してください。
スケジュールされたファームウェアアップデートジョブをキャンセルするには、次の手順を実行します。

1. DLCI for SCVMM（SCVMM 用 DLCI）で、Maintenance Center（メンテナンスセンター）をクリックし、Manage Jobs
（ジョブの管理）をクリックします。

2. キャンセルするジョブを選択し、Cancel（キャンセル）をクリックし、Yes（はい）をクリックします。
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9
プロファイルとテンプレート
 

資格情報プロファイルについて

資格情報プロファイルは、ユーザーの役割ベースの機能を認証することにより、ユーザー資格情報の使用と管理を簡素化し
ます。各資格情報プロファイルには、単一ユーザーアカウントのユーザー名とパスワードが含まれています。資格情報プロ
ファイルは、ユーザーの役割ベースの機能を認証します。アプライアンスは、資格情報プロファイルを使用して管理下シス
テムの iDRAC に接続します。

また、資格情報プロファイルは、FTP サイトや Windows 共有で使用可能なリソースへのアクセスに使用したり、iDRAC のさ

まざまな機能を操作する際に使用することができます。

資格情報プロファイルには、4 つのタイプのプロファイルを作成することができます。

• デバイス資格情報プロファイル - このプロファイルは、iDRAC または Chassis Management Controller（CMC）へのログイ
ンに使用されます。

メモ: 

– デフォルトプロファイルが作成または選択されていない場合は、デフォルトの iDRAC 工場出荷時設定が使用さ
れます。デフォルトのユーザー名には root、パスワードには calvin が使用されます。

* デフォルトの iDRAC プロファイルは、サーバーの検出時、または同期化の実行時にサーバーにアクセスする
ために使用されます。

– デフォルトの CMC プロファイルには、ユーザー名に root、パスワードに calvin があり、モジュラーサーバ
ーにアクセスしてシャーシに関する情報を取得するために使用されます。

– デバイスタイプ資格情報プロファイルは、サーバーの検出、CMC へのログイン、同期化問題の解決、およびオ
ペレーティングシステムの導入を行うために使用します。

• Windows 資格情報プロファイル - このプロファイルは、DRM アップデートソースの作成中、Windows 共有へのアクセス
のために使用されます。

• FTP 資格情報プロファイル - このプロファイルは、FTP サイトへのアクセスのために使用されます。

• プロキシサーバー資格情報 - このプロファイルは、アップデート用の FTP サイトにアクセスするためのプロキシ資格情報
を提供するため使用されます。

事前定義された資格情報プロファイル

SYSTEM DEFAULT FTP（システムデフォルト FTP）アカウントは、Username（ユーザ名）と Password（パスワード）が 

anonymous（匿名）の FTP 資格情報タイプの事前定義された資格情報プロファイルです。このアカウントは編集できません。

このプロファイルは、ftp.dell.com にアクセスするために使用されます。

資格情報プロファイルの作成

資格情報プロファイルを作成するときには、次の点に注意してください。

• デバイスタイプ資格情報プロファイルが作成されると、サーバーを管理するために SCVMM で関連する RunAsAccount が
作成され、その RunAsAccount の名前は Dell_CredentialProfileName になります。

– （推奨）RunAsAccount を編集または削除しないでください。

• 資格情報プロファイルが作成されておらず、iDRAC 用のデフォルトの資格情報プロファイルがない場合、iDRAC の工場出
荷時にデフォルトで設定される資格情報プロファイルが自動検出時に使用されます。デフォルトのユーザー名には root、
パスワードには calvin が使用されます。
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資格情報プロファイルを作成するには、以下を行います。

1. SCVMM 用 DLCI コンソールアドイン で、次のいずれかを実行します。

• ダッシュボードで、資格情報プロファイルの作成 をクリックします。

• ナビゲーションペインで、Profiles and Templates → Credential Profile（プロファイルとテンプレート > 資格情報プ
ロファイル）とクリックして、Create（作成）をクリックします。

2. Credential Profile（資格情報プロファイル）で使用する資格情報プロファイルタイプを選択し、ユーザー資格情報の詳細
を入力してから Finish（終了）をクリックします。

メモ: Device Credential Profile（デバイス資格情報プロファイル）を作成している場合、iDRAC を選択して iDRAC 
用のデフォルトプロファイルにする、または CMC を選択して Chassis Management Controller（CMC）用のデフォ

ルトにします。このプロファイルをデフォルトプロファイルに設定しない場合は、None（なし）を選択します。

資格情報プロファイルの変更

資格情報プロファイルを変更するときには、次の点に注意してください。

• 一度作成されると、資格情報プロファイルのタイプを変更することはできません。ただし、他のフィールドを変更するこ
とは可能です。変更結果を確認するには、画面を更新してください。

• ハイパーバイザー導入に使用されるデバイスタイプ資格情報プロファイルを変更することはできません。

資格情報プロファイルを変更するには、以下を行います。

変更する資格情報プロファイルを選択し、編集 をクリックして、必要に応じてプロファイルをアップデートします。

資格情報プロファイルの削除

資格情報プロファイルを削除するときには、次の点に注意してください。

• デバイスタイプ資格情報プロファイルが削除されると、関連付けられている RunAsAccount も SCVMM から削除されま
す。

• SCVMM で RunAsAccount が削除されると、それに対応する資格情報プロファイルがそのアプライアンスで使用不可とな
ります。

• サーバー検出で使用される資格情報プロファイルを削除するには、検出されたサーバー情報を削除してから、資格情報プ
ロファイルを削除します。

• 導入に使用されるデバイスタイプ資格情報プロファイルを削除するには、最初に、SCVMM 環境に導入されたサーバーを
削除し、その後に資格情報プロファイルを削除します。

• アップデートソースで使用されている資格情報プロファイルを削除することはできません。

資格情報プロファイルを削除するには、次の手順を実行します。

削除するプロファイルを選択し、Delete（削除）をクリックします。

ハードウェアプロファイルの作成

ゴールデン設定を持つサーバーを使用することによってハードウェアプロファイルを作成し、そのプロファイルを使用して、
管理下システムにハードウェア構成を適用することができます。

ハードウェア構成を管理下システムに適用する前に、管理下システムが次のパラメーターについてゴールデン設定を持つサ

ーバーと一致していることを確認します。

• 使用できるコンポーネント

• サーバーのモデル

• RAID コントローラ

• ディスク：

– ディスクの数
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– ディスクのサイズ

– ディスクのタイプ

メモ: SC2012 用 DLCI をバージョン 1.0.1 からバージョン 1.2 へアップグレードしたら、SC2012 用 DLCI バージョン 1.2 
で作成したハードウェアプロファイルをサーバーに適用する前に、それらを編集および保存してください。

ハードウェアプロファイルを作成するには、以下を実行します。

1. SCVMM 用 DLCI コンソールアドインページで、次のいずれかを実行します。

• ダッシュボードで、ハードウェアプロファイルの作成 をクリックします。

• ナビゲーションペインで、Profiles and Templates → Hardware Profile（プロファイルとテンプレート > ハードウェア
プロファイル） とクリックして、Create（作成）をクリックします。

2. ハードウェアプロファイル のようこそ画面で、次へ をクリックします。

3. Profile（プロファイル）で、プロファイルの名前と説明、および参照サーバーの iDRAC IP を入力し、Next（次へ）をク
リックします。

参照サーバーのハードウェア詳細が収集され、必要なプロファイルとして保存されます。導入時に、このプロファイル

がサーバーに適用されます。

4. Profile Details（プロファイル詳細）で、BIOS、起動、および RAID 設定を選択し、要件に基づいて DHS をカスタマイズ
してから Next（次へ）をクリックします。

メモ: 

ハードウェアプロファイルの作成中は、選択したプリファランスに関わらず、すべての情報が収集されます。ただ

し、導入中はプリファランスのみが適用されます。

たとえば、RAID 設定を選択した場合、BIOS、起動、および RAID 設定についてのすべての情報が収集されますが、

導入中は、RAID 設定のみが適用されます。

RAID 設定にリストされるチップセット SATA コントローラ設定はサポートされません。

5. 概要で終了をクリックします。

このハードウェアプロファイルを使用して、これを必要な管理下システムに適用することができます。

ハードウェア構成プロファイルの変更

ハードウェア構成プロファイルを変更するときには、次の点に注意してください。

• BIOS 設定と起動順序を変更することができます。

• 第 11 世代および第 12 世代の PowerEdge サーバーの場合、RAID の DHS を One (1) または None（なし）に変更できます。
第 13 世代の PowerEdge サーバーの場合、保持できるのはサーバーの既存の RAID 設定のみです。

ハードウェア構成プロファイルを変更するには、次の手順を実行します。

1. SCVMM 用 DLCI コンソールで、ハードウェアプロファイル をクリックします。

2. 編集するプロファイルを選択し、編集 をクリックします。

メモ: RAID 設定にリストされるチップセット SATA コントローラ設定はサポートされません。

3. 必要な変更を行い、終了 をクリックします。

ハードウェアプロファイルの削除

ハードウェアプロファイルを削除するときには、次の点に注意してください。

• ハードウェアプロファイルを削除すると、このハードウェアプロファイルに関連付けられている導入テンプレートがアッ
プデートされます。

ハードウェア構成プロファイルを削除するには、次の手順を実行します。

1. SCVMM 用 DLCI コンソールで、ハードウェアプロファイル をクリックします。
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2. 削除するハードウェアプロファイルを選択し、削除 をクリックします。

ハイパーバイザープロファイルの作成

ハイパーバイザープロファイルを作成し、このプロファイルを使用して、サーバーにハイパーバイザーを導入することがで
きます。ハイパーバイザープロファイルには、カスタマイズされた WinPE ISO（WinPE ISO はハイパーバイザー導入に使用さ
れます）、SCVMM から取得されたホストグループとホストプロファイル、およびインジェクション用の LC ドライバが含ま
れています。
前提条件：

• 必要な WinPE ISO が作成済みであり、SCVMM 用 DLCI 統合ゲートウェイの共有フォルダで使用可能になっている。
WinPE イメージをアップデートするには、「WinPE イメージアップデート」を参照してください。

• SCVMM で、ホストグループ、ホストプロファイル、または物理コンピュータプロファイルが作成されている。

ハイパーバイザープロファイルを作成するには、次の手順を実行します。

1. SCVMM 用 DLCI コンソールアドイン で、次のいずれかを実行します。

• ダッシュボードで、ハイパーバイザープロファイルの作成 をクリックします。

• 左側のナビゲーションペインで、プロファイルとテンプレート をクリックし、ハイパーバイザープロファイル をク
リックして、作成 をクリックします。

2. ハイパーバイザープロファイルウィザード の ようこそ ページで、次へ をクリックします。

3. Hypervisor Profile（ハイパーバイザープロファイル）で、プロファイルの名前と説明を入力し、Next（次へ）をクリッ
クします。

4. SCVMM 情報ページで、SCVMM ホストグループ導入先 および SCVMM ホストプロファイル / 物理コンピュータプロフ
ァイル 情報を入力します。

5. WinPE ブートイメージソース で、<Network WinPE ISO file name>.iso 情報を入力し、次へ をクリックします。

6. （オプション）LC ドライバインジェクションを有効にする： 有効な場合は、関連ドライバがピックアップされるように、
導入するオペレーティングシステムを選択します。LC ドライバインジェクションの有効化 を選択し、ハイパーバイザー
バージョン で必要なハイパーバイザーバージョンを選択します。

7. 概要 で 終了 をクリックします。

ハイパーバイザープロファイルの変更

ハイパーバイザープロファイルを変更するときには、次の点に注意してください。

• Lifecycle Controller からのホストプロファイル、ホストグループ、およびドライバを変更することができます。

• WinpE ISO 名も変更できますが、ISO を変更することはできません。

ハイパーバイザープロファイルを変更するには、次の手順を実行します。

1. SCVMM 用 DLCI コンソールアドインの ハイパーバイザープロファイル で、変更するプロファイルを選択し、編集 をク
リックします。

2. 詳細を入力し、終了 をクリックします。

ハイパーバイザープロファイルの削除

ハイパーバイザープロファイルを削除するときには、次の点に注意してください。

• ハイパーバイザープロファイルが削除されると、そのハイパーバイザープロファイルに関連付けられている導入テンプレ
ートも削除されます。
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ハイパーバイザープロファイルを削除するには、以下を行います。

SCVMM 用 DLCI コンソールの ハイパーバイザプロファイル で削除するプロファイルを選択し、削除 をクリックします。

WinPE のアップデート

SCVMM の PXE（PreExecution Environment）サーバーは、WinPE イメージを作成するために必要です。WinPE ISO は、WinPE 
イメージおよび Dell OpenManage Deployment Toolkit（DTK）から作成されます。

メモ: WinPE ISO イメージの作成に最新バージョンの DTK を使用している場合は、Dell OpenManage Deployment 
Toolkit for Windows ファイルを使用します。Dell OpenManage Deployment Toolkit for Windows ファイルには、オペレ
ーティングシステムを導入しているシステムに必須とされる必要なファームウェアバージョンが含まれています。最
新バージョンのファイルを使用し、WinPE アップデート用の Dell OpenManage Deployment Toolkit Windows Driver 
Cabinet ファイルは使用しないでください。

WinPE ISO イメージを作成するには、次の手順を実行します。

1. アプライアンスに PXE サーバーを追加します。

2. PXE サーバーの追加後、boot.wim ファイルを PXE サーバーから SCVMM 用 DLCI 統合ゲートウェイ共有 WIM フォルダ

にコピーします。boot.wim は次のパス、C:\RemoteInstall\DCMgr\Boot\Windows\Images にあります。

メモ: boot.wim ファイルのファイル名は変更しないでください。

DTK は自己解凍型の実行ファイルです。

DTK を使用して作業するには、次の手順を実行します。

1. DTK 実行可能ファイルをダブルクリックします。

2. DTK のドライバを抽出するには、フォルダ（例：C:\DTK501）を選択します。

3. 展開された DTK フォルダを統合ゲートウェイの DTK 共有フォルダにコピーします。たとえば \\DLCI IG Share\DTK
\DTK501。

メモ: SCVMM SP1 から SCVMM R2 にアップグレードする場合は、Windows PowerShell 4.0 アップグレードして 
WinPE ISO イメージを作成する必要があります。

WinPE イメージをアップデートするには、次の手順を実行します。

1. DLCI コンソールで、WinPE Update（WinPE アップデート）を選択し、Image Source（イメージソース）の下で、Custom 
WinPE Image Path（カスタム WinPE イメージパス）に WinPE イメージパスを入力します。

たとえば、\\DLCI IG Share\WIM\boot.wim です。

2. DTK Path（DTK パス）の下で、DTK Drivers Path（DTK ドライバパス）に、Dell Deployment Toolkit ドライバの場所を入
力します。

たとえば、\\DLCI IG Share\DTK\DTK501 です。

3. ISO 名を入力します。

4. ジョブのリストを表示するには、ジョブリストに移動 を選択します。

各 Windows プレインストール環境（WinPE）アップデートに、固有のジョブ名が割り当てられています。

5. Update（アップデート）をクリックします。

前の手順で指定された名前の WinPE ISO は、\\DLCI IG Share\ISO の下に作成されます。

ハイパーバイザー導入について

ハイパーバイザー導入は、プロファイルベースのワークフローです。このワークフローでは、ハードウェア設定、ハイパー
バイザー設定、SCVMM 設定、およびファームウェアアップデートのアップデートソースを指定できます。また、ハイパー
バイザー導入は、ファームウェアアップデートが失敗しても続行できます。なお、選択したサーバーまたはサーバーグルー
プのすべてのコンポーネントは、ハイパーバイザー導入中にアップデートされます。このワークフローは、アプライアンス
内のハイパーバイザー導入用のハードウェア設定とともに、ハイパーバイザープロファイルの作成時に必要な SCVMM で利
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用可能な論理ネットワークとホストプロファイルを使用します。ハイパーバイザー導入は、1 対 1 および 1 対多の導入をサポ
ートしています。

導入テンプレートの作成

必要なハードウェアとハイパーバイザープロファイル、およびアップデートソースで導入テンプレートを作成し、その導入
テンプレートを未割り当てサーバーに適用することができます。導入テンプレートは、一度作成すれば、何度でも使用する
ことができます。
導入テンプレートを作成するには、次の手順を実行します。

1. アプライアンスで、次の操作のいずれかを実行します。

• アプライアンスダッシュボードで、導入テンプレートの作成 をクリックします。

• アプライアンスナビゲーションペインで、プロファイルとテンプレート をクリックしてから、導入テンプレート を
クリックします。

2. Deployment Template（導入テンプレート）で、テンプレートの名前と説明を入力し、ハイパーバイザープロファイル、
ハードウェアプロファイル、およびアップデートソースを選択します。

3. （オプション）アップデートソース、ハードウェアプロファイルを選択し、ファームウェアアップデートが失敗しても導
入を続行するように、Continue OSD even if firmware update fails（ファームウェアアップデートに失敗しても OSD を続
行する）を選択します。

メモ: デフォルトでは、ダウングレードはサポートされません。

4. （オプション）ハードウェア / ハイパーバイザープロファイルが作成されていない場合は、Create New（新規作成）をク
リックしてプロファイルを作成します。

導入テンプレートの変更

メモ: ハイパーバイザープロファイル、ハードウェアプロファイル、およびアップデートソースの名前、説明、および
選択を変更することができます。

導入テンプレートを変更するには、次の手順を実行します。

1. SCVMM 用 DLCI コンソールアドインで、導入テンプレート をクリックします。

2. 変更する導入テンプレートを選択し、変更 をクリックします。

3. 必要な変更を行い、終了 をクリックします。

導入テンプレートの削除

メモ: 導入テンプレートの削除は、関連付けられているハードウェア、ハイパーバイザープロファイル、およびアップ
デートソースには影響しません。

展開テンプレートを削除するには、以下を行います。

1. SCVMM 用 DLCI コンソールアドインで、導入テンプレート をクリックします。

2. 削除する導入テンプレートを選択し、削除 をクリックします。
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10
ハイパーバイザーの導入
オペレーティングシステムは、適合しているサーバーにのみ導入されます。

ハイパーバイザー導入の前に、ファームウェアバージョンを ftp.dell.com または downloads.dell.com で使用可能な最新バージ

ョンにアップグレードすることを検討してください。その後、ハイパーバイザー導入を続行します。

サーバーに導入するには、次の手順を実行します。

1. アプライアンスで、次の作業を実行します。

• アプライアンスダッシュボードで、Deploy Unassigned Servers（未割り当てサーバーの導入）をクリックします。

• アプライアンスナビゲーションペインで、Deployment Wizard（導入ウィザード）をクリックします。

2. ようこそ で、次へ をクリックします。

3. サーバーの選択 で、導入先となるサーバーを選択し、使用可能なライセンスを確認クしてから、次へ をクリックしま
す。

4. Select Template and Profile（テンプレートとプロファイルの選択）で、適切な導入テンプレート、および関連するデバ
イスタイプ資格情報プロファイルを選択します。

メモ: 

• OSD およびファームウェアアップデートジョブの場合には、作成したハイパーバイザープロファイルを選択す
るようにします。

• 複数の資格情報のプロファイルを複数のサーバーに割り当てることができます。

導入テンプレートおよび資格情報プロファイルを作成することもできます。

5. サーバー ID でサーバーを選択し、ホスト名、MAC アドレス、およびサーバーに適用するネットワーク情報（静的また
は DHCP のいずれか）を選択してから、次へ をクリックします。

6. ジョブ詳細 で、ジョブを追跡するためのジョブ名、および導入状態を入力し、次へ をクリックします。

7. Summary（概要）で、入力した導入オプションを確認し、Finish（終了）をクリックします。

8. 確認 メッセージで はい をクリックします。

メモ: Windows 2016 オペレーティングシステムを第 12 世代の Dell PowerEdge サーバーに導入後、デバイスマネー

ジャに黄色い警告が表示された場合は、dell.com/support から適切なドライバをダウンロードしてインストールし

ます。
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11
アプライアンスでの情報の表示
 

ジョブとログセンター

ジョブとログセンターページには、SCVMM 用 DLCI で開始されるすべてのアクティビティに関する情報があります。ジョブ

の進行状況のステータスとそのサブタスクを表示できます。また、特定のカテゴリのフィルタおよびジョブの表示ができま

す。ジョブは DLCI 管理ポータル - SCVMM および SCVMM 用 DLCI コンソールアドインから表示することができます。ジョ

ブ名はユーザーから提供されるか、またはシステムで生成され、サブタスクは管理下サーバーの IP アドレスまたはホスト名

を使用して名前が付けられます。サブタスクを展開すると、そのジョブのアクティビティログが表示されます。ジョブには 

4 つのカテゴリがあります。

• 実行中 - 現在実行中のすべてのジョブ、または進行中の状態が表示されます。

• 履歴 - 過去に実行されたすべてのジョブがそのジョブのステータスとともに表示されます。

• スケジュール - 将来の日付と時刻でスケジュールされたジョブが表示されます。また、スケジュールされたジョブをキャ
ンセルできます。

• 汎用ログ - サブタスクまたはその他のアクティビティに固有でない、アプライアンス固有の一般的なログメッセージが表
示されます。

– アプライアンスのログメッセージ - アプライアンスの再起動など、すべてのアプライアンスに固有のログメッセージ
が表示されます。このメッセージのカテゴリは管理ポータルからのみ表示できます。

– 汎用ログメッセージ - 実行中、 履歴、およびスケジュール タブでリストされるジョブを通じて共通のすべてのログメ
ッセージが表示されます。

たとえば、サーバーのグループのファームウェアアップデートジョブが進行中の場合、タブににはそのジョブの SUU 
リポジトリの作成に関連するログメッセージが表示されます。

アプライアンスで定義されるジョブのさまざまな状態は次のとおりです。

• キャンセル - ジョブは、ユーザーによって手動でキャンセルされたか、またはアプライアンスの再起動時にキャンセルさ
れました。

• 成功 - ジョブは正常に完了しました。

• 失敗 - ジョブは成功しませんでした。

• 進行中 - ジョブは実行中です。

• スケジュール - ジョブは将来の時刻にスケジュールされました。

• 待機中 - ジョブは実行を開始するまでキュー内にあります。

• 定期的なスケジュール - 一定の間隔で反復するジョブです。

メモ: 同じジョブが別のユーザーまたは同じユーザーによって同時にスケジュールされた場合、ジョブは失敗する場合
があります。したがって、同じジョブが同時にスケジュールされていないことを確認します。

ジョブとログセンターを表示するには：

1. DLCI for SCVMM（SCVMM 用 DLCI）で、Jobs and Logs Center（ジョブとログセンター）をクリックします。

デフォルトでは、実行中 タブが表示されます。 

2. ジョブの特定のカテゴリを表示するには、必要なタブをクリックします。

ジョブのカテゴリを展開すると、そのジョブに含まれるすべてのサーバーが表示されます。さらに展開すると、そのジ

ョブのログメッセージが表示されます。
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メモ: 

• すべてのジョブに関連する一般的なログメッセージは、汎用 タブにはリストされますが、実行中 または 履歴 
タブにはリストされません。

• SCVMM バージョン 1.3 用 DLCI へのアップグレード後は、それ以前のバージョンの SCVMM 用 DLCI を使用し
て実行されたジョブに対するサブタスク情報は履歴 タブでは入手できません。

3. （オプション）ジョブのタイプに基づいてジョブをフィルタします。

管理対象ジョブの表示

管理下のジョブを表示するには：

SCVMM 用 DLCI コンソールアドイン で、次のいずれかを実行します。

• ナビゲーションペインで、Maintenance Center（メンテナンスセンター）をクリックし、Manage Jobs（ジョブの管
理）をクリックします。

• ナビゲーションペインで、Jobs and Log Center（ジョブとログセンター）をクリックし、Scheduled（スケジュール）
をクリックします。

スケジュールされたジョブのキャンセル

1. SCVMM 用 DLCI コンソールアドイン で、次のいずれかを実行します。

• ナビゲーションペインで、Maintenance Center（メンテナンスセンター）をクリックし、Manage Jobs（ジョブの管
理）をクリックします。

• ナビゲーションペインで、Jobs and Log Center（ジョブとログセンター）をクリックし、Scheduled（スケジュール）
を選択します。

2. キャンセルするジョブを選択し、Cancel（キャンセル）をクリックします。
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12
トラブルシューティング
 

空のクラスタアップデートグループが自動検出または同期化中に削除
されない

クラスタグループがアプライアンスで検出されると、クラスタアップデートグループが Maintenance Center（メンテナンス

センター）内に作成され、すべてのサーバーがそのクラスタアップデートグループ内にリストされます。その後、SCVMM 
を介してすべてのサーバーをこのクラスタから削除して自動検出する、または SCVMM で同期化する場合でも、その空のク

ラスタアップデートグループはメンテナンスセンターから削除されません。

回避策として、空のサーバーグループを削除するために、サーバーを再検出します。

検出ジョブが送信されない 

Backspace キーを押して検出画面上のエラーメッセージを無視すると、後続の検出ジョブがバックエンド処理に送信されませ

ん。

回避策として、現在の検出画面を閉じ、インベントリ ページから検出画面を再起動します。必要な情報を入力した後、新し

い検出ジョブを送信します。

重複した VRTX シャーシグループが作成される 

以前別のシャーシに存在したモジュラーサーバーが VRTX シャーシに追加され、検出された場合、そのモジュラーサーバー
は前のシャーシサービスタグ情報を引き続き使用し、アプライアンス内に重複する VRTX シャーシグループを作成します。

これを解決するには、次の手順を実行します。

1. モジュラーサーバーをひとつのシャーシから取り外してから、別のシャーシに追加します。詳細については、『Dell 
PowerEdge VRTX Enclosure Owner's Manual』（Dell PowerEdge VRTX エンクロージャオーナーズマニュアル）の「Server 
modules」（サーバーモジュール）の項を参照してください。 

2. CMC を設定します。詳細については、dell.com/support /home から入手可能な『Chassis Management Controller Version 
2.1 for Dell PowerEdge VRTX User's Guide』（Chassis Management Controller Version 2.1 for Dell PowerEdge VRTX ユーザー
ズガイド）の「Installing and Setting Up CMC」（CMC のインストールとセットアップ）を参照してください。

上記のタスクを実行した後で重複したシャーシグループエントリが存在する場合は、回避策として次の手順を実行します。

1. CSIOR を有効にし、新しく追加されたモジュラーサーバー上の iDRAC をリセットします。

2. VRTX シャーシグループ内のすべてのサーバーを手動で削除し、それらのサーバーを再検出します。

IP アドレスが変更された後の別のサーバーの構成プロファイルのエ
クスポート

サーバー上のサーバープロファイルのエクスポートジョブがスケジュールされた後、このサーバーの IP アドレスが別のサー
バーに割り当てられると、アプライアンスは、この新しいサーバーのサーバープロファイルをエクスポートします。
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この問題を回避するには、サーバープロファイルのエクスポートジョブをキャンセルし、IP アドレスが変更されたサーバー

を再検出してから、このサーバー上でサーバープロファイルのエクスポートジョブをスケジュールします。

RAID 設定適用中の失敗

RAID 設定へのハードウェアプロファイルの適用が、次のエラーメッセージが表示されて失敗する場合があります：Error An 
unknown exception has occurred and has been logged in the extended logs 。

Error RAID configuration failed with error: An unknown exception has occurred and has been 
logged in the extended logs. <iDRAC IP address>

Error 0_EX_MSG

この問題を回避するには、サーバーで電源サイクルシステムを実行し、ハードウェア設定を再度適用します。

アップデートソースの作成の失敗

アプライアンスの Domain Name System（DNS）ネットワーク設定が変更されると、HTTP または FTP タイプのアップデート

ソースの作成は失敗します。 

この問題を回避するには、アプライアンスを再起動し、その後に、HTTP または FTP タイプのアップデートソースを作成し

ます。

満杯のジョブキューによるファームウェアアップデートの失敗

アプライアンスから iDRAC に送信されたファームウェアアップデートジョブが失敗し、アプライアンスメインログに 

JobQueue Exceeds the size limit. Delete unwanted JobID(s)（ジョブキューがサイズ上限を超過しています。

不要なジョブ ID を削除してください）というエラーが表示されます。

回避策として、iDRAC 内の完了したジョブを手動で削除し、ファームウェアアップデートジョブを再試行します。iDRAC 内
のジョブを削除する方法の詳細については、dell.com/support/home にある iDRAC のマニュアルを参照してください。

DRM をアップデートソースの使用中にファームウェアアップデート
の失敗 

共有フォルダへのアクセスが不十分な状態で DRM アップデートソースを使用している場合、ファームウェアアップデートジ

ョブが失敗する場合があります。DRM アップデートソースの作成中に提供された Windows 資格情報プロファイルがドメイ

ン管理者グループまたはローカル管理者グループの一部ではない場合、次のエラーメッセージが表示されます：Local 
cache creation failure。

回避策として、次の手順を実行します。

1. DRM からリポジトリを作成した後、フォルダを右クリックし、セキュリティ タブをクリックしてから、Advanced （詳
細設定）をクリックします。 

2. Enable inheritance（継承を有効にする）をクリックし、Replace all child object permission entries with inheritable 
permission entries from this object（すべての子オブジェクトのアクセス許可エントリをこのオブジェクトの継承可能な
アクセス許可エントリと置き換える）オプションを選択し、Everyone（全員）に読み取り / 書き込みアクセス許可を与
えてフォルダを共有します。 

アップデートグループのスケジュールされたジョブの失敗

アップデートグループに対してジョブをスケジュールした後、そのアップデートグループからすべてのサーバーが移動され、
そのアップデートグループ内にサーバーが存在しなくなると、スケジュールされたジョブは失敗します。
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この問題を回避するには、スケジュールされたジョブをキャンセルし、サーバーを別のアップデートグループに追加し、そ

のアップデートグループに対してジョブをスケジュールします。

クラスタアップデートグループ上でのファームウェアアップデートの
失敗

クラスタアップデートグループ上でファームウェアアップデートジョブをスケジュールした後、IG に到達不能、クラスタグ
ループが応答しない、進行中のジョブのために CAU でファームウェアアップデートジョブがキャンセルされたなどのさまざ
まな理由でファームウェアアップデートジョブが失敗すると、DUP がダウンロードされ、クラスタグループに属している各
サーバークラスタノードに配置されます。すべての DUP ファイルは Dell という名前のフォルダの下に配置され、メモリを消
費します。

この問題を回避するには、Dell フォルダ内のすべてのファイルを削除してから、ファームウェアアップデートジョブをスケジ

ュールします。 

第 11 世代サーバーのファームウェアアップデートの失敗

第 11 世代の Dell PowerEdge サーバーで開始されるファームウェアアップデートジョブは、iDRAC と LC の互換性のないバー

ジョンのために次のエラーが表示されて失敗する場合があります：WSMAN command failed to execute on server 
with iDRAC IP <IP address>。
この問題を回避するには、iDRAC および LC を最新バージョンにアップグレードしてから、ファームウェアアップデートジョ

ブを開始します。

システムデフォルトアップデートソースを使用した FTP への接続の
失敗

アプライアンスをセットアップ、設定、またはアップグレードした後、システムによって作成されたアップデートソース Dell 
Online カタログを使用すると、プロキシ資格情報が必要な場合は、FTP サイトへのアクセスに失敗します。

Dell Online カタログ をアップデートソースにとして使用して FTP サイトにアクセスするには、編集してプロキシ資格情報を

追加してください。

ファームウェアアップデート中におけるリポジトリの作成の失敗

ファームウェアアップデート中におけるリポジトリの作成は、ネットワーク問題、不適切な資格情報、到達不能なサーバー

などが原因で失敗する場合があります。

解決策として、ファームウェアアップデート中に、アプライアンスがホストされている場所から FTP サーバーに到達できる

こと、ネットワーク問題が発生していないことを確認し、正しい資格情報を入力してください。

カスタムアップデートグループの削除の失敗

カスタムアップデートグループに属するサーバー上でジョブをスケジュールした後、そのサーバーが SCVMM から削除され、
同期が完了すると、そのサーバーは、カスタムアップデートグループから削除され、適切な事前定義されたグループに移動
します。このようなカスタムアップデートグループは、スケジュールされたジョブと関連付けられているため、削除するこ
とができません。

回避策として、このカスタムアップデートグループを削除するには、スケジュールされているジョブをジョブページから削

除し、その後にカスタムアップデートグループを削除します。

CSV 形式での LC ログのエクスポートの失敗

LC ログを表示しているときに、ログファイルを CSV 形式でダウンロードしようとすると、ダウンロード操作が失敗します。
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回避策として、ローカルのイントラネットサイトの下でブラウザにアプライアンスの FQDN を追加します。ローカルイント

ラネットへのアプライアンスの追加については、LC ログの表示セクションを参照してください。

LC ログの表示の失敗 

LC ログを収集した後、サーバー の LC ログファイルを表示すると、次のエラーメッセージが表示されます。“Failed to 
perform the requested action. For more information see the activity log”。

この問題を回避するには、iDRAC をリセットしてから、LC ログの収集と表示を行います。詳細については、dell.com/support 
にある iDRAC のマニュアルを参照してください。

サーバープロファイルのエクスポートの失敗 

サーバープロファイルのエクスポートジョブをスケジュールした後、サーバープロファイルがエクスポートされず、「The 
selectors for the resource are not valid」（リソースのセレクタが有効ではありません）というエラーメッセージが表示されま
す。 

この問題を回避するには、iDRAC をリセットしてから、サーバープロファイルのエクスポートジョブをスケジュールします。

詳細については、dell.com/support にある iDRAC のマニュアルを参照してください。

一部のコンポーネントで選択とは無関係にファームウェアアップデー
トが行われる

全く同じサーバー上にある同じコンポーネントは、それぞれのサーバー上で行われたコンポーネントの選択に関わらず、フ

ァームウェアアップデート中にアップデートされます。この動作は、iDRAC の Enterprise ライセンスを持つ第 12 および第 13 
世代の Dell PowerEdge サーバーで見られます。

回避策として、次のいずれかを行ってください。

• 同一サーバー上で無関係なアップデートが行われることを防ぐため、同一サーバー上に共通コンポーネントを適用してか
ら、特定のコンポーネントを個々のサーバー上で別々に適用します。

• 必要なファームウェアアップデートに対応するため、停止時間が計画されているステージングされたアップデートを実行
してください。

インストーラの複数のインスタンスを同じサーバー上で実行したとき
に発生する IG インストールの問題 

IG のインストールを開始した後、IG の別のインスタンスを実行しようとすると、エラーメッセージが表示されます。OK を
クリックした後、別の IG MSI ファイルを保存するかどうかを確認するメッセージが表示されます。

この問題を回避するには、このファイルを保存せず、最初のインストールを続行します。

2 時間後にサーバープロファイルのインポートジョブがタイムアウト

アプライアンスでサーバープロファイルのインポートジョブを送信した後、2 時間後にそのジョブがタイムアウトすることが
あります

この問題を回避するには、次の手順を実行します。

1. F2 を押し、BIOS Settings（BIOS 設定）を起動します。

2. System Setup（セットアップユーティリティ）をクリックし、Miscellaneous Settings（その他の設定）を選択します。

3. F1/F2 Prompt on Error（エラー時に F1/F2 プロンプト）を無効にします。
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次の手順を実行した後、サーバープロファイルのエクスポートジョブをスケジュールし、同じものを使用してサーバープロ

ファイルのインポートジョブを正常に完了させます。

ハイパーバイザー導入の失敗

ハイパーバイザ導入が失敗し、アクティビティログに Error New-SCVMHost failed with following error : An 
out of band operation (SMASH) for the BMC <IP ADDRESS> failed on IDRAC IP : <IP ADDRESS>（エラ

ー 新規 SCVM ホストが次のエラーで失敗しました： BMC <IP アドレス> の帯域外操作（SMASH）が、IDRAC IP：<IP アドレ
ス> で失敗しました）というエラーが表示される。

このエラーは、次のいずれかの理由で発生する可能性があります。

• Dell Lifecycle Controller の状態が不良。

解決方法として、iDRAC ユーザーインタフェースにログインして Lifecycle Controller をリセットします。

Lifecycle Controller のリセット後、問題が解決しない場合は、次の代替手段を行います。

• アンチウイルスまたはファイアウォールにより、WINRM コマンドの正常実行が制限されることがあります。

回避策については、support.microsoft.com/kb/961804 にある KB 記事を参照してください。

ライブラリ共有内で維持されているドライバファイルを起因とするハ
イパーバイザー導入の失敗

ハイパーバイザ導入が失敗し、そのアクティビティログに次のエラーが表示されます。

• Error: Error while applying Hypervisor Profile to host <IP Address>. Failed with error : 
For input string: ""

• Information: Successfully deleted drivers from library share sttig.tejasqa.com for <server 
uuid>

• Error: Deleting staging share (drivers) for <server uuid> failed. 

これらのエラーは、VMM コマンドレット GET-SCJOB status によって出力された例外と、ライブラリ共有内で維持されて

いるドライバファイルが原因で発生することがあります。再試行する、または別のハイパーバイザー導入を実行する前に、

これらのファイルをライブラリ共有から削除する必要があります。

ライブラリ共有からファイルを削除するには、次の手順を実行します。

1. SCVMM コンソールから、ライブラリ → ライブラリサーバーの順に選択し、ライブラリサーバーとして追加された統合
ゲートウェイサーバーを選択します。

2. ライブラリサーバーで、ライブラリ共有を選択して削除します。

3. ライブラリ共有が削除された後、\\<Integration Gateway server>\LCDriver\ を使用して統合ゲートウェイ共有に接続しま
す。

4. ドライバファイルの入ったフォルダを削除します。

これで、オペレーティングシステムを導入できるようになりました。

ファームウェアアップデート後も最新のインベントリ情報が表示され
ない

第 11 世代の Dell PowerEdge サーバー上でファームウェアアップデートジョブが完了していても、アプライアンスのインベン
トリには最新のファームウェアバージョンが表示されません。
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アプライアンスでは、インベントリの更新がファームウェアアップデートジョブ完了直後に実行されるアクティビティです。

ファームウェアアップデートは、PowerEdge サーバーの CSIOR アクティビティがまだ完了していなくても完了するので、以

前のファームウェアインベントリ情報が表示されることになります。

回避策として、PowerEdge サーバーで CSIOR アクティビティが完了していることを確認してから、アプライアンスでファー

ムウェアインベントリを更新します。また、エージェントフリーのステージングされたアップデートを適用した後は、サー

バーの再起動も行うようにしてください。インベントリの更新方法の詳細については、「ファームウェアインベントリの表示

と更新」を参照してください。

CSIOR の詳細については、dell.com/support/home で入手可能な『Dell Lifecycle Controller GUI User's Guide』（Dell Lifecycle 
Controller GUI ユーザーズガイド）最新バージョンのトラブルシューティングの項を参照してください。

Active Directory へのサーバー追加中の SCVMM エラー 21119
Active Directory にサーバーを追加している間、SCVMM エラー 21119 が表示されます。Error 21119: The physical 
computer with <SMBIOS GUID> did not join Active Directory in time. The comptuer was expected 
to join Active Directory using the computer name <host.domain>.
回避策として、次の手順を実行します。

1. しばらく待ってから、サーバーが Active Directory に追加されたかを確認します。

2. Active Directory にサーバーが追加されていない場合は、Active Directory にサーバーを手動で追加します。

3. SCVMM にサーバーを追加します。

4. SCVMM にサーバーが追加されたら、DLCI コンソールでサーバーを再検出します。

サーバーは ホスト タブの下に表示されます。

Active Directory 使用時の第 11 世代 PowerEdge ブレードサーバーに
対するハイパーバイザー導入の失敗

Active Directory ユーザー資格情報を使用する時に、第 11 世代の PowerEdge ブレードサーバー上でのハイパーバイザ導入に失
敗します。第 11 世代 PowerEdge ブレードサーバーは、Intelligent Platform Management Interface（IPMI）プロトコルを使用し
て通信します。ただし、Active Directory セットアップからの資格情報の使用に対しては、IPMI 規格がサポートされていませ
ん。
これらのサーバー上でオペレーティングシステムを導入するための回避策として、サポートされている資格情報プロファイ
ルを使用してください。

RAID10 での仮想ディスクの RAID 設定失敗

5 台以上の物理ディスクを使用して、コントローラ H200 用に RAID レベル 10 で仮想ディスクを作成すると、RAID 設定に失
敗します。
5 台以上の物理ディスクを使用した RAID 10 は失敗します。

回避策として、その RAID レベルに必要な最小数の物理ディスクを使用します。

ソフトウェア RAID S130 でのホットスペアの設定に起因する RAID の
設定障害

グローバルホットスペア（GHS）と DHS を含む 4 つ以上のホットスペアを RAID に設定しようとすると、ソフトウェア RAID 
コントローラ S130 での RAID 設定に失敗します。
回避方法：

• プロファイルに適用するホットスペア（DHS および GHS）は 3 つまでにします。

• PowerEdge RAID コントローラ（PERC）カードを使用します。

55



13
デルサポートサイトからの文書へのアクセス
必要なドキュメントにアクセスするには、次のいずれかの方法で行います。

• 次のリンクを使用します。

– すべての Enterprise システム管理マニュアル — Dell.com/SoftwareSecurityManuals

– OpenManage マニュアル — Dell.com/OpenManageManuals

– リモートエンタープライズシステム管理マニュアル — Dell.com/esmmanuals

– iDRAC および Lifecycle Controller マニュアル - Dell.com/idracmanuals

– OpenManage Connection エンタープライズシステム管理マニュアル — Dell.com/
OMConnectionsEnterpriseSystemsManagement

– Serviceability Tool マニュアル — Dell.com/ServiceabilityTools

– Client Command Suite システム管理マニュアル — Dell.com/DellClientCommandSuiteManuals

• Dell サポートサイトから、

a. Dell.com/Support/Home に移動します。

b. 製品の選択セクションで、ソフトウェアとセキュリティをクリックします。 

c. ソフトウェアとセキュリティグループボックスで、次の中から必要なリンクをクリックします。

– エンタープライズシステム管理

– リモートエンタープライズシステム管理

– Serviceability Tools

– Dell Client Command Suite

– 接続クライアントシステム管理 

d. ドキュメントを表示するには、必要な製品バージョンをクリックします。

• 検索エンジンを使用します。

– 検索 ボックスに名前および文書のバージョンを入力します。
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